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プロローグ








（おやすみ、弘ひろ人と）

　萩はぎ園その菜な美み子こはベッドで仰向けに眠る弘人の額に、桃色の唇をそっと押し当てた。まっすぐな黒髪が、彼の頬をはらりと撫でる。

　薄暗い寝室、枕元の時計は午前零時近くを指していた。

　先ほどまでダイニングルームでノートパソコンを広げ仕事をしていた菜美子は、ようやく眠りにつくことにしたのだ。

　二歳年上の夫・弘人はすでに眠っていた。彼は鼻筋の通った端正な顔立ちをしている。長い睫毛が肌に影を落とし、彫刻のような余韻を残していた。

　結婚して七年、ベテランの域に達している夫婦生活だが、弘人の寝顔を見ると、菜美子の胸は変わらずにときめく。

　掛け布団をまくり、そっとベッドに入る。

　キングサイズのベッドは、スプリングを軋ませた。

　その音で夫を起こさないように注意深く、菜美子は半身を滑り込ませる。

「んっ……」

　弘人が菜美子の方に寝返りを打った。

（起こしちゃったかしら？）

　ドキン、と胸が高鳴る。気をつけたつもりだったが、逆効果だっただろうか。

　弘人の顔が、菜美子のすぐそばにあった。

（弘人、かっこいい。……って、何を考えているのよ、私）

　菜美子は弘人の頬に手を伸ばす。指先でそっと触れると、彼の温もりが伝わってきた。

「ふふっ」

　思わず笑みを漏らすと、弘人はゆっくりと目を開ける。

「……菜美子？」

　寝起きのかすれた声が色っぽい。

　菜美子は慌てて手を引っ込めようとするが、弘人に素早く握られ、離せなかった。

「ごめんなさい、起こしてしまって……」

　ドギマギしつつ、菜美子は謝る。白くきめ細やかな肌に、冷や汗が浮かんだ。

　すると弘人は、フッと微笑む。

「いや、いいよ。でもどうしたんだ？　眠れないの？」

　まだ寝ぼけているのか、それともわざとなのか、いつもよりも甘い声音で尋ねられた。

　なんだかくすぐったくて、菜美子は視線を泳がせる。

「ええ、少し目が冴えちゃって……」

「そっか。……なら、眠くなる魔法をかけてあげる」

　弘人は優しく言うと、菜美子を抱き寄せた。

　パジャマの上衣を捲り上げる。

「えっ」

　驚きのあまり言葉を失ったが、弘人は菜美子をしっかりと抱き、乳房をまさぐり始めた。

（弘人、まさか……）

　理知的な外見の弘人は細く見えるが、着痩せするタイプで実際は逞たくましい身体つきをしている。

　ほどよく筋肉のついた腕に抱かれ、菜美子はきゅんとした。

（もしかして、久しぶりにエッチするの!?）

　大きな掌に包まれ胸の突起を弄られると、たちまち全身が熱を帯びていく。

「あっ……待って、弘人っ」

　菜美子が声を上げると、弘人は手を止めた。

「どうして待つ必要があるんだ？　これが菜美子のしてほしいことでしょ？」

　愛情深く、けれど少し意地悪に、弘人は笑った。

「そ、そんなこと……」

　否定しようとしたが、言葉が続かなかった。本当のことだったからだ。

「もっとしてほしいなら、正直に言いなさい」

「はい……弘人に、触ってほしいです」

　促されて、菜美子は答えた。

（こんな展開になるなんて……期待しても、いいのよね？）

　もう数ヶ月間、セックスはおろか身体の触れ合いすら碌にしていていないのだ。菜美子は純粋に嬉しかった。

　弘人は柔らかく微笑み、ふたたび胸をやわやわと揉む。

「いい子だね」

　耳元で囁かれ、全身に甘い痺れが走る。

　それからしばらくの間、菜美子は弘人にされるがままになっていた。

（大好き……。お願いだから、私から離れないで。もっと私を愛して！）

　切実に願いながら、弘人の首に手を回す。

「弘人……」

　小さな声で名前を呼ぶと、弘人は菜美子を見つめた。

　暗がりでも、彼の愛情は伝わってくる。

　けれど……。

「どうかした？」

　弘人の視線に射貫かれて、急に恥ずかしくなった。

「あの、その、もう大丈夫だから……。今度は私が……」

　これ以上触れられたら、どうにかなってしまう。けれど、弘人は納得しなかったらしい。

　彼は無言で笑いかけ、今度はパジャマの下衣へ手を入れる。

　下着越しに秘所をなぞられ、菜美子はビクリと全身を震わせた。

「口ではそう言っていても、身体は違うみたいだ」

「やぁっ……」

　乙女の園はすでに潤っていた。自分でも分かっていたが、改めて指摘されると赤面してしまう。菜美子は手で顔を覆った。

「こら、顔を見せてごらん」

　手首を掴まれ、引き剥がされる。抵抗する間もなかった。

　ベッドに仰向けに押し倒され、正面から見つめられる。

　きっと今、自分はひどい顔をしているに違いない。頬がカアッと赤くなる。

　けれど弘人は菜美子を見て、嬉しそうに口元を緩めた。

「可愛いよ、菜美子」

　そんなことを言われたら、ますます顔が赤くなってしまうではないか。

　弘人の指がふたたび動き出す。布の上から割れ目に沿って何度も往復し、時折グッと押し込まれる。

「んっ、ん……」

　そのたびに菜美子の口からは、悩ましい声が漏れる。

　声を我慢しようとしても無駄だった。弘人の指の動きに合わせて腰が揺れる。

「あ、あのっ、弘人。私だけ気持ちよくなるなんて反則だから……その、しない？」

　勇気を出して、菜美子は弘人に問いかけた。

　二人はいわゆるセックスレスの夫婦だった。

　弘人が仕事で疲れているからと遠慮していたが、本当は身体を重ねたいというのが菜美子の本音である。

　しかし、返ってきた言葉は意外なものだった。

「ごめん……今夜は、そんな気分になれない」

　弘人は急に寂しそうな表情になった。

（ええっ？　ここまでしてくれたのに？　嘘……でしょう？）

　全身が熱く火照っている。早く弘人と愛し合いたかった。なのに……。

　まさか断られるとは思っていなかった菜美子は、ショックで言葉を失った。

「……そうよね。疲れてるわよね」

　自分に言い聞かせるように呟くと、意外な言葉をかけられる。

「安心して。指だけでイかせてあげるから」

　弘人はくすりと笑った後、片方の手を下半身へと伸ばした。

（疲れてるのに……弘人、続きをしてくれるの？）

　てっきり今夜は終わりだと思っていた菜美子の胸に、嬉しさが込み上げる。

　菜美子は弘人の動きに合わせて、少しだけ脚を広げた。

　ふたたび太ももを撫でられてから、ショーツの中に手が侵入して来る。

　すでにそこはしっとりと湿り気を帯びていて、弘人の指が動くたびに蜜が溢れた。

「んっ……あっ」

　菜美子の胸は羞恥心でいっぱいになる。

　それでも身体はさらなる刺激を求めていて、無意識のうちに腰を突き出していた。

「すごいな……菜美子、濡れているよ？」

　耳元で囁かれると、それだけで感じてしまう。

　菜美子はぎゅっと目を閉じて、恥ずかしさに耐えた。

　弘人の手が止まることはなく、花芯を人差し指と中指で挟んで擦ったり、指先で優しく押したりと、様々な刺激を与えられ続けた。

「はぁ……あぁっ！」

　もう声を抑えることも忘れていた。

　与えられる快楽に身を任せていると、次第に全身が昂ぶっていく。

（気持ちいい……もう、だめ……！）

　──次の瞬間、頭の中で膨らんだ快楽が、弾け飛んだ。

　身体が大きく跳ね上がり、一瞬、意識が遠のく。

（……イッちゃった）

　呆然としながら、乱れた呼吸を整える。

　先ほど洗ったばかりの髪は、汗で濡れてしまっていた。

　全身の力が抜けてしまい、ベッドに身を預けたまま動けない。

　そんな菜美子の身体を支え、弘人は耳元に口を寄せる。

「おやすみ、菜美子」

「弘人、あの……」

　菜美子は弘人に向き合い、おずおずと口を開いた。

「なんだい？」

　優しい声音が耳に心地よい。

「もう少しだけ……こうしていたいの」

　消え入りそうな声で告げると、返事の代わりに強く抱きしめられた。

「嬉しい、弘人。……ねぇ、今度の週末は……しない？」

　勇気を出して、菜美子は再度、問いかける。

　できることなら、次こそ弘人と身体をつなげたい。

　──だが、しばらく待っても返事はなかった。

「弘人？　って、あ……」

　菜美子を抱いた弘人は、すやすやと寝息を立てていた。

　そういえば、今日は大切な客先で打ち合わせをしたと聞いている。

（昼間、よほど疲れたのね。……次の夜の約束をしたかったけれど、仕方ないわ）

　気持ちよさそうに眠る夫は、まるで子犬のように愛らしい。

　寝顔を見ているうちに、菜美子まで眠くなってきた。

（納得しなきゃ。弘人も私も、出会った頃とは違うのだもの）

　思い直して、目を閉じる。そしてそのまま眠りに落ちていく。

　そう、ベテラン夫婦はセックスレス。菜美子の悩みは尽きないのだった。
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　数日後、菜美子は弘人と自宅マンションで仕事の話をしながら、夕食を取っていた。

「再来月のスペシャルメニューの試作品なんだけど、どうかな？」

　ダイニングテーブルに置かれたのは、プラスチック容器に色とりどりのおかずが詰め込まれた弁当。今夜のメニューは、菜美子が職場で企画した日替わり弁当の試作品である。

　メニューの味やボリュームはもちろん、調達コスト等についても、弘人は正直な意見を言ってくれる。彼の存在は菜美子にとってありがたく、いつも頼りにしていた。

「おかずが牛すき焼きなんだ。これは男性層にも評判がよさそうだね」

　弘人は真面目で実直な理系タイプで、派手さはないが素朴な可愛らしさを持ち、菜美子にとって安心できる伴侶だ。

　彼は複数の都道府県をまたいで飲食店やスーパー、生鮮食品店を展開する萩園グループの御曹司だが、実家を飛び出して新しい事業を始め、菜美子と二人三脚で頑張っている。

「そう？　副菜はどうかな？」

「ほうれん草の煮浸し？　あっさりしていていいと思う。和風のメニューで統一感があるし。ただボリューム的には少し物足りないかな。天ぷらとか入れたら？」

「なるほど。天ぷらはちょっと予算面と栄養的に厳しいかもしれないけれど……考えてみるね。弘人に正直な感想を聞けると、安心するよ。よし、じゃあ、ごちそうさま！」

　空の容器と箸を手に立ち上がると、菜美子は弘人を残しキッチンへと向かう。

　管理栄養士の菜美子は弘人が展開する事業のうちの一つ、企業向けの宅配弁当事業〝ボナクエストフードデリバリー〟の事業部長である。

　この事業は、社員食堂のない小規模事業所向けに、昼食用の弁当を配達するというものだ。メニューは日替わりで、季節の素材をふんだんに使い、栄養面も管理栄養士によって考え抜かれている点がウリである。

「そう？　よかった。菜美子の前では、かっこつけずに素直でいたいんだ」

　弘人は気取らない笑顔を菜美子へ向けた。

「あら、外ではかっこつけているってこと？」

　キッチンから顔を出して、菜美子は訊ねる。

「あったりまえだよ！　かっこよくなきゃ、信頼されないじゃないか」

　菜美子の問いに、弘人はニコニコと笑って答えた。薄い唇から、白い歯が覗く。

　言われて見れば弘人には、自分をよく見せようとする態度がそこかしこに見られた。

「なるほどね。頑張っているのは、仕事だけじゃないんだ」

　笑みを返しつつ、菜美子は頷いた。

（そういえば、あのときも弘人ったらかっこつけてたな……）

　先日、弘人とともに受けたタウン誌のインタビューを、菜美子は思い出す。

　事業スタート時から着実に売り上げを伸ばし、弘人と菜美子は若き起業家夫婦としてメディアに取り上げられるようになっていた。

　──公私ともに順風満帆のご夫婦で素晴らしいですね。

　他人からはそう褒められるものの、菜美子は少し不満だった。

　たしかに早くに結婚して仕事でキャリアを積んできたことは誇りだが、全てが上手くいっているわけではないのだ。

　仕事面では、当初は限られた商業地域のみを配達対象としてフードデリバリー事業を始めたものの、徐々にエリアを拡大しているため、とても忙しい。また課題も山積みのため心に余裕がなかった。

　平日は残業が続くため、プライベートな楽しみも少ない。健康とリフレッシュを兼ねて、土日のどちらかで弘人と二人、ジムに行くよう心がけているものの、疲れてしまい果たせない日も多かった。

（本当の幸せって、なに？）

　考えても仕方ないと思いつつ、菜美子は最近になって、そのことが頭から離れなくなっていた。

（弘人は……私のことを大切にしてくれるけれど……でも、いつの間にか空気のような関係になってしまった気がするわ）

　キッチンでの片付けが終わると、菜美子はおもむろにリビングルームへと移った。弘人は食事もそこそこに、ダイニングテーブルでノートパソコンを広げ、仕事のメールをチェックしている。

　大きな窓から外を見つめる。

　駅前にあるタワーマンションの一室からは、煌びやかな夜景が一望できた。

（他人から見たらきっと、幸せなのよね）

　仕事でそこそこの収入を得た二人は、オフィスに近いこのマンションへと引っ越してきた。初めてこの景色を眺めたとき、菜美子は感動したものだ。若くして高級マンションに住める二人は、なんと幸せなのだろうと思った。

　だが、この贅沢は忙しさと引き換えである。

　菜美子にとって恋人時代の記憶の中の弘人は、いつも笑顔だった。

　しかし結婚して七年目が経った今の彼は、あの頃とは少し違う。

　常に仕事に追われており、家に帰ってからも仕事を気にしていた。

　菜美子が家事を終えて声をかけても、パソコンに向かっていてつれない返事をすることが多い。

　家族としては安定したけれど、責任も伴っていて、恋人のときのような甘い空気感はなくなってしまった。

　とはいえ菜美子も同じだった、持ち帰った仕事が夜遅くまで終わらない日もある。

（こんなはずじゃなかったのになぁ。楽しく生きるための仕事に追われて楽しみをなくしているんじゃ、本末転倒だよ……）

　二人で会社を育ててきた二人。弘人の忙しさも分かっているだけに、菜美子は胸が痛む。

（弘人と恋人のまま、楽しく暮らせたらよかったのにな）

　窓の外に広がる景色を見ながら、菜美子は溜め息を吐いた。

　しかし、年月を経た二人の変化は仕方がないとも思う。

「ねえ、弘人。今度の土曜日、大学時代の友達と集まるんだけどさ」

　メールチェックを終えてパソコンを閉じ、弁当容器と箸を手に立ち上がる弘人に、菜美子は話しかける。

「ああ、前に言っていた、同級生の新築祝いだっけ？」

「そうそう。うちで売り出す新商品を持って行ってもいいかなあ？」

「一口サイズのスイーツだよね？　いいんじゃないかな」

　朝、冷凍庫から出せば昼には自然解凍で食べられるワッフル等のスイーツを、新しく売り出す予定だった。

　菜美子の手がける弁当事業の派生商品である。

　キッチンから戻ってきた弘人は、ダイニングテーブルのノートパソコン脇に置かれたミーティング資料を手に取り、リビングのソファに座りながら、菜美子に同意した。

　今夜の彼は、まだ仕事が残っているのだ。

「うん。そうするね。……弘人、仕事が大詰めなの？　無理しないでね」

　つとめて明るく声をかけると、弘人も視線を上げた。

「心配しなくても大丈夫だよ。あと少しで終わるからさ」

　そう言って微笑む疲れ切った表情の夫を前に、菜美子は少し心配になる。

　もちろん、それが仕事の忙しさから来るものだとは分かっている。

　学生時代のように無邪気なままではいられないのだ。

　しかし──。

「お風呂に入るけど、弘人が先に入る？」

「いや、僕は後でいいよ」

　素っ気なく答えると、弘人は視線をミーティング資料へ移す。

「……分かった」

　夫婦仲は決して悪くないはずだと思うものの、どことなく壁があるような気がしてならない。それが菜美子には寂しかった。

（私、わがままになっているのかな……）

　バスルームに向かい、洗面台の鏡に映った自分の姿を見る。

（このままで、いいの……？）

　なんだか表情に疲れが出てきた気がして、頬に手を当て、菜美子は溜め息を吐く。

　つけっぱなしのプラチナの結婚指輪も、心なしか曇って見えた。
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　そしてやってきた土曜日。菜美子は大学時代の同級生・理り絵えとともに、同じく仲良しだった由ゆ香か里りの家を訪ねた。

　自社で売り出す新商品を片手に、地図アプリを見ながら辿り着いた先は、住宅街に新築された戸建てである。木の温もりを生かしたログハウス風の家で、大きな出窓やバルコニーがあり、開放感に溢れている。

「菜美子！　今日はありがとう」

「ううん、こちらこそ、ご招待ありがとう。きれいなお家だねぇ。うっとりしちゃう」

　言いながら、ぐるりと見渡す。

　外からの第一印象そのままに、由香里の新居はカラフルで温かみのある木製の家具と広い収納を持つお洒落な家だった。

　学生時代からインテリアが好きだった由香里のこだわりが感じられる。

「子どもが大きくなったら収納は必須だから、こだわったんだ」

　昨年、出産した由香里は、将来を見据えて家を新築したらしい。

　頷く菜美子の隣で、もう一人の招待客である理絵も口を挟む。

「そうだよね～。子どもの物って結構場所を取るからね。うちも最近、しっかり片付けて場所を確保しているんだ」

　理絵は大きくなったお腹を撫でる。彼女も出産を控えているのだ。

「二人とも、いいなあ～」

　二十九歳、友人たちは出産ラッシュのピークを迎えており、赤ちゃんを見るたびに、幸せな気持ちと羨ましさを感じる。

「菜美子もそろそろ、子どものことを考えてる？」

「えっ？　うーんと、そこまで具体的には……今は仕事が忙しくてさ」

　思わぬ話の展開に、菜美子はお茶を濁した。

「そっかぁ。そういえば、タウン誌のインタビュー、読んだよ。菜美子も旦那さんも素敵だった！　順調でいいねぇ」

「あっ、あれねぇ……。〝働く女性のリアル〟とか書かれていて、ちょっと照れくさかったよ」

「でも、本当のことでしょ？　菜美子、やりがいを感じてるって顔に出てるよ」

「まぁ……ね」

　由香里と理絵に褒められて、菜美子は頭を掻いた。

（そうだよね。周りから見たら、そう見えるよね）

　若くして結婚した弘人とは関係良好、仕事も軌道に乗り、端から見れば何もかもが順風満帆に見えるのだろう。

　菜美子と弘人の問題は、外からは見えないものだ。

　二人はまだアラサーなのに、仕事し通しの毎日で、ゆったりデートすることも、セックスすることもない生活を送っていた。

（もちろん、家庭生活が人生の全てではないけれど……）

　友達に出産祝いを渡したり、子どもを交えたホームパーティに呼ばれたりすると、無性に寂しくなってしまう。

（あ～羨ましい！　みんなそれぞれ幸せそうで何より！　それに引き換え私は……このまま干からびてしまうの？）

　由香里の部屋を改めて見回し、菜美子は心で泣いた。

　リビングルームには赤ちゃん用のスペースがあり、おもちゃがたくさん置かれている。

（私もいつか、由香里みたいになれるかな）

　幸せなオーラに満ちた光景を見ると、羨ましくて焦燥感も湧いてくる。

「うちの娘、来月に一歳なのよ。離乳食もよく食べるようになって、ようやく安心できるかなって感じ」

　ベビーベッドの上ですやすや眠る赤子を指差して、由香里は嬉々として語る。

「そうなんだ！　赤ちゃんって生まれてしばらくは手がかかるものね」

　瞳を輝かせながら、理絵が頷いた。

「寝顔なんて天使みたいで、見てるとにんまりしちゃう。まぁ、起きてる間は元気な悪魔って感じなんだけどさ～」

　由香里はニコニコと語る。満たされている人間の表情だ。

「なるほど。……いいねぇ、赤ちゃんも幸せだよ」

　菜美子は小さく呟いた。

「どうしたの？　菜美子、元気がないわよ。……何かあった？」

　由香里に心配そうな顔をされて、ドキッとする。

「ううん。なんでもないよ。ちょっと疲れが出たのかも」

　そういえば、少し寝不足だ。全て仕事が忙しいのが悪いのだ。

「あぁ、そうだよね。菜美子は仕事で大活躍だもん、毎日眠いのも分かる！　ごめんね、気づかなくて」

　ハッと気づいたように、由香里が目を見開く。

「あ！　ううん、気にしないで！　大丈夫だよ」

　せっかく友人宅を訪れたのに、辛気臭い表情になってしまっていた。菜美子は自分を恥じる。

「でも、無理しないでね。働きすぎで体調を崩したら、元も子もないから。完璧夫婦にも休養は必要でしょ」

　理絵の言葉に苦笑する。

「ありがとう」

　取り繕うように、菜美子は頷く。

（完璧夫婦かぁ……みんなが思うようなものではないけれど。どうしたらいいかなあ）

　菜美子の脳裏に、あるアイデアが閃いた。

（決めた。……今度の誕生日、弘人を誘って、一年ぶりのエッチに持ち込むのよ！）

　幸いにももうすぐ弘人の三十一歳の誕生日がやって来る。特別なイベントの日なら、菜美子も勇気を出して変われる気がした。

　希望を胸に、菜美子は一人意気込むのだった。
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　翌週の土曜日は弘人の誕生日だ。このところ休日出勤の続いた二人だが、この日ばかりはゆっくり休めるよう、仕事も調整した。

　都内の美術館の特別展を見て、カフェ巡りをして、夕方に帰宅する。

　夕食は弘人が好きなミートパイ、チーズやルッコラのサラダとコーンスープ。

　ミートパイは高校生時代に米国でホームステイしたときに食べた思い出の味らしいのだが、日本では馴染みがないため特別なときに焼いている。

　サラダも少し高級なスーパーで食材を揃えたし、コーンスープも丁寧に裏ごしして手作りしたものだ。

　弘人は食の好みに関しては素直で、子どもが喜ぶような、分かりやすくて濃い味つけが好きだった。

　食後には、駅前の有名パティスリーで予約した小さめのホールのショートケーキ。

　プレゼントは、弘人が好きな海外ブランドの本革製の名刺入れを贈った。今使っているものが少しくたびれてきたから選んだのだが、これも想像通り、彼に喜んでもらえた。

　起業した頃からの歴代の名刺入れは、全て菜美子のプレゼントである。弘人はそれらを大切に使ってくれていた。

「最近忙しかったけれど、菜美子のもてなしで、疲れが取れる気がする」

「そうだよね。私も弘人と、ゆっくり過ごしたかったんだよ」

　夫婦で囲む食卓は楽しく、菜美子の口元からも自然と笑みがこぼれる。

　リラックスしたムードが二人を包んでいた。

「ねぇ、弘人。この後なんだけど」

　食事を終えたところで、意を決して話を切り出す。

「……うん、なに？」

　フォークを置いた弘人がこちらを見る。今夜の彼の瞳は優しさを湛えていた。

「久しぶりに、二人でゆっくりしたいなって」

　思いきって言ってみる。

　ゆっくりしたい、というのは、要するに〝セックスしたい〟という意味である。

　すると弘人は驚いたように目を見開き、少しの間、沈黙した。

「……そうだね。じゃあ、ウイスキーでも呑むか」

「うん！」

　頷いた菜美子だったが、心の中でガッツポーズを決める。

（やったわ！　お酒を呑みながらいい雰囲気になれば……きっとその先も、上手くいくはず）

　内心、小躍りしたくなる胸を抑えつつ、平静を装って立ち上がる。

「ウイスキーを用意して、すぐに行くね」

　結婚してからというもの、二人きりでゆっくり過ごす夜は、ウイスキーを呑むのが恒例だった。

「ああ、待ってるよ」

　弘人は菜美子を見つめて微笑んだ。少し濡れた唇がセクシーに見える。

　菜美子はキッチンへと向かい、食洗機に夕食で使った食器を並べた。

（大丈夫。あの下着もつけて、準備は万全なんだから）

　菜美子は、ここ数週間、ネットや雑誌を使って、あれこれ調べていたのだ。

　さらには、男性を誘惑するための黒いセクシーな下着も買った。

（男を誘うテクニック、たくさん勉強してきたのよ）

　そうして菜美子はトレイにウイスキーと、大きな氷を入れたグラスを二つ載せて、リビングルームへと向かう。

　二人はいわゆるオン・ザ・ロックで呑むのが好きなため、大きな氷を作れる専用の製氷皿を持っていた。

「弘人、お待たせ」

「ああ、菜美子。ありがとう、こっちに座って」

　弘人は小型のノートパソコンを開き、仕事のメールをチェックしているところだった。

「仕事中？　邪魔してごめんなさい」

　こんな日でも、経営者である弘人には連絡がひっきりなしに来ているのだ。

　菜美子は少し現実に引き戻される。

「ううん、いいんだよ。ちょうど一段落したところだから」

　弘人は微笑んでパソコンを閉じると、手早くリモコンを操作して部屋の照明を落とした。

「弘人はいつも仕事が忙しいね」

　菜美子はソファに腰かけると、テーブルの上にトレイを置く。

　そして用意していたウイスキーのボトルを手に取った。

「そうだね。最近は特に忙しいかな。……って菜美子も同じだろう？」

「うん、まあね。でもうちの部署の方が人員に余裕があるから」

　ボナクエストコーポレーションは駅前の商業ビルに入っており、九階と八階の二フロアを借りている。

　九階は弘人が仕切るボナクエストコーポレーション本体で、八階が菜美子の仕切るフードデリバリー事業部だ。

　それぞれ数十名が勤務しているが、菜美子の部署の方が比較的残業も少なかった。

（って、おめでたい日なのに仕事のことばかり思い出しては駄目ね）

　菜美子は氷を入れたグラスの上にウイスキーを掲げる。

　弘人はグラスを持ち上げ、菜美子が酒を注ぐのを待ってくれていた。

　大きな氷が少し顔を出す程度までウイスキーを注ぐと、マドラーで混ぜて完成だ。

　二人はともにグラスを掲げる。

　そして、いよいよそのときがやってきた。

　緊張のあまり、菜美子はゴクリと唾を呑み込む。

「じゃあ、改めて乾杯しよう。弘人、三十一歳のお誕生日、おめでとう！」

「ありがとう。嬉しいよ、菜美子」

　二人は微笑み合うと、グラスを合わせた。

　一口呑むと、芳醇なウイスキーの香りが口の中に広がっていく。

「美味しい。これ、弘人が馴染みの酒屋さんで買ってきてくれたウイスキーだよね？」

「そうだよ。よかった、気に入ってくれて」

「うん。私、香りのいいお酒が好きなんだ」

「知ってる。でも、呑みすぎには注意するんだぞ」

「分かってるわ」

　菜美子は微笑みながら、グラスを傾けた。

（うん、計画通り。順調ね）

　二人で過ごす時間は、ゆるやかに過ぎていく。

「弘人、私、弘人に言いたいことがあるの」

「なんだい？　改まって」

「あのね、私、ずっと弘人と一緒に暮らしてきたでしょう？　だから、あなたと結婚したことを後悔したことは一度もないのよ」

「菜美子……。そう言ってもらえると、すごく嬉しいな」

　弘人は照れたように頬を掻く。

「それでね、いまさらこんなことを言うのも変かもしれないけど、……私たち、そろそろ新しい一歩を踏み出してもいいんじゃないかって思ってるんだ」

「どういうこと？」

　弘人は首を傾げる。

　菜美子は勇気を出して言った。グラスを握る手に、力が入る。

「私、もうすぐ三十歳だし、結婚して七年経つわけだけれど……まだ、子どもがいないよね？　だから、そろそろ欲しいなって。……だめかな？」

　上目遣いで見つめる。もしかしたら、おかしなことを言ってしまっただろうか。

　少しだけ不安な気持ちが頭をよぎる。

「……」

　弘人も無言で菜美子の顔を見た。

　その瞳は真剣で、目を逸らせない。

　しばらく沈黙が続いた後、弘人が口を開いた。

「菜美子は、子どもが欲しいの？」

「うん」

「そっか。……分かったよ」

　弘人はそう言うと、ゆっくり腕を上げ、肩を抱き寄せた。

「ほ、本当に？」

　まだ酔いも進んでいない段階で、弘人がボディタッチしてくるのは珍しい。

　思いきった行動に驚いてしまう。

　心臓がドキドキする。期待と不安が入りまじった気持ちだ。

「グラスが空になったら、寝室に行こうか」

「う、うん」

　菜美子は戸惑いながらも、小さく首肯した。




　ウイスキーを呑み終えると、二人はおもむろに立ち上がり、寝室へと向かう。

　部屋は薄暗く、ダブルベッドのサイドボードに置かれた間接照明がぼんやりとした光を放っていた。

（ついに、このときがきたんだわ！　頑張れ、私）

　自分自身を鼓舞する言葉を、菜美子は心の中で呟く。

「あの、実は……今夜のために、用意したの」

　言いながら、菜美子はおずおずと服を脱いだ。

　現れたのは、男の性欲を煽る、淫らな黒い下着だ。

　繊細な小花とレースに彩られたスリップドレスに、お揃いのショーツ。スリップドレスは、肌をほとんど透けさせている。申し訳程度についた紐は、細くてリボンのようだ。魅惑的なデザインは菜美子の身体の柔らかい線を引き立て、弘人の目を釘づけにする。

「……すごい。色っぽいね、菜美子」

　弘人の視線は、美しいランジェリーと剥き出しになった乳房や太ももに注がれていた。

「そうかしら」

「うん、すごく素敵だ。とっても似合ってる」

　菜美子を抱き寄せ、ベッドに乗せながら、弘人は熱っぽく囁く。

「ありがとう。でも、いつもの下着よりも露出が激しいから……ちょっと照れる」

　ドキドキしながら言うと、弘人は目を細めた。

「……でも、君がせっかく選んでくれたんだ。僕にもちゃんと見せて？」

「……うん」

　菜美子は首肯する。

　スリップドレスと一体化したブラジャーカップの中では、ぷるんと揺れた乳房の先で、薄紅色の先端がすでに固く尖っていた。

　心臓の鼓動とともに、自然とそれを意識してしまう自分がいる。

「きれいだよ、菜美子。とても色っぽい」

　弘人は囁くと、唇を重ねてきた。

「ん……」

　柔らかな感触が唇を覆う。

　同時に、弘人の大きな手がゆっくりと上半身を這い始めた。

　首筋から肩へと指の腹が伝い、腰の辺りまで下りていく。そしてまた戻ってくるのだ。思わず身体がピクンと反応してしまう。

　薄いランジェリー越しの感覚がもどかしい。

　その反応を楽しむかのように、今度は脇腹から腰へと、弘人の手が辿る。

「ふぁ……んっ」

　愛撫に反応して息が上がり、呼吸が荒くなってくる。

　早く、もっと核心的な部分に触れてほしい。

「あ、弘人……」

　彼の指が、菜美子の乳房を覆ったブラジャーカップの縁にかかる。

（いよいよ、来るの……？）

　弘人は期待通りにカップの中へ手を入れると、直に乳房に触れた。

　人差し指の腹が、乳首を優しく転がす。

「っ、あ……」

　その感覚がたまらなくて、つい腰をくねらせてしまう。

「気持ちいい？」

「うん。……っ、あ、あぁん！」

　返事の途中で、敏感な箇所を摘まれた。

　思わず嬌声が漏れる。

　そんな菜美子を見て、弘人は満足そうな笑みを浮かべた。

「可愛いよ、菜美子」

　胸全体をマッサージするように愛撫され、さらに先端を刺激される。

　次第に快感が高まってきて、身体全体が熱を帯びてくる。

（弘人ったら、もう……だめぇ）

　思わず喘ぎそうになるが、我慢する。まだ愛撫は始まったばかりだ。

　だが、そんな思いとは裏腹に、快楽の波は容赦なく押し寄せる。

「こ、これ以上は、その……」

　恥ずかしくて顔が熱くなっていく。

「……ああ、そうだね。僕も裸になるよ」

　弘人は着ていたシャツをバサッと脱ぎ捨てる。

　ほどよく筋肉のついた腕、引き締まった身体──。

　菜美子は思わずドキッとする。

「……来て」

　ベッドに押し倒されると、キスされた。

　お互いの手を絡ませ合う。

　ほのかな橙色の灯りが、二人の結婚指輪に当たってキラリと光った。

「っ、んんっ、ん……っ！」

　弘人は菜美子の口腔に舌を差し入れ、ディープキスをする。

　菜美子が応戦すると、ぬるりと湿った舌同士がお互いを求めるように絡み、口元からは熱い吐息がこぼれた。

（あぁ……弘人……）

　もう何も考えられなかった。ただ夢中で唇を貪り合うだけである。

　長い接吻の後、ようやく解放されたかと思うと、彼は耳元へと唇を寄せた。そして熱い吐息混じりに言う。

「愛してる」

　返事を口にする代わりに、菜美子は彼の背中に腕を回して強く抱きつく。

「菜美子……すごくセクシーだ」

　低くて艶のある声で囁きながら、弘人は菜美子のスリップドレスを捲り上げた。

　それと同時に耳に息を吹きかけられ、舐められて、背中に快感が走る。

「あっ……んぅ」

　知らず知らずのうちに、声が出た。

（我慢できない……久しぶりすぎて、感じすぎちゃいそう）

　菜美子は必死に理性を保ち、弘人の愛撫を受け入れる。

　弘人は大きな手で菜美子の胸に触れた。扇情的なデザインのブラジャーカップを外し、骨張った掌で包む。

　最初は軽く撫でるようにしていたが、やがて胸全体をやわやわと揉み始めた。

「っ……んんっ、あ……あぁあっ」

（やだ、声が抑えられない……！）

　つぐんだ唇の端から、艶めいた声が漏れ出す。

　そんな菜美子の反応を楽しむかのように、弘人は乳房を責め立てた。

（気持ちいい）

　桃色の乳首は、すでにぷっくりとその存在を主張していた。

　弘人は胸の頂を親指と人差し指で、ちょん、と摘んでくる。

「あぁっ！　そこぉ……！」

　突然の刺激に身体がビクンッと跳ねた。

　しかしすぐにまた優しく撫でられ、もどかしい気持ちになる。

（もっと強くしてほしい……）

　思わずそう口にしそうになったとき、突然キュッとつねられた。

「ふぁあっ？」

　突然のことに、菜美子の口から甲高い声が漏れる。

「もっと激しくしてほしいの？　菜美子は意外とエッチだな」

　弘人は口角を上げてくすりと笑った。

「ちがっ……んぁああっ！」

　否定しようとするが、その前に乳首を摘まれて、引っ張られる。

（ああ、感じちゃうよぉ）

　普通にされたら痛いくらいなのに気持ちよくて、もっともっとと、彼を求めてしまう。

　気づけば自分から腰を八の字に揺らめかせていた。

　弘人は甘やかな瞳で菜美子を見つめ、胸の谷間に顔を埋める。

　熱い吐息がかかってくすぐったい。

（弘人。ああ、どうなるの？）

　乳首を舌でチロチロとくすぐるように舐め回されると、自然と腰が浮く。

　その刺激は快楽の芯を昂ぶらせる媚薬で、断続的に与えられれば頭がくらくらした。

「やっ、あん！　そこ弱いのっ、ふぁっ、ああぁ……ッ！」

　強い快感に絶叫してしまうが、弘人の愛撫は止まらない。

　左の胸をぱくりと口に含まれ、右の乳首を指でコリコリと捏ね回される。

　同時に二箇所を攻め立てられて、頭がおかしくなりそうだった。

（こんなの初めて……！）

　今まで味わったことのない感覚に、菜美子の頭は真っ白になった。ガクガクと腰を揺らしながら喘ぎ、シーツを掴むことしかできない。

「わざと胸を強調するような下着で……これが君の望んでいたことだろう？」

「んっ、あっ……そ、そう、だけどぉ」

　息も絶え絶えで、胸がいっぱいだ。

　菜美子はただひたすらに、弘人から与えられる快楽を受け入れる。

（ああ、もう、私……）

　いよいよ限界だと思ったところで、ようやく解放された。

「はぁ、はぁ」

　荒い呼吸を繰り返すうちに落ち着きを取り戻してくると、羞恥心に襲われる。

（どうしよう……私ったら、こんな……）

　菜美子の顔は真っ赤になる。自分の痴態を認識してしまったからだ。

（恥ずかしいけど……でも、すごく気持ちよかった）

　久しぶりの夫婦生活に身体が開かれて、どんどん淫らになっていく気がする。

　けれど──それも悪くないと思ってしまう自分がいた。

（弘人も同じ気持ちだったらいいな）

　菜美子は弘人に視線を移す。

「男を誘うような色っぽい顔をして。こちらはどうかな？」

　弘人は興奮した様子で言うと、ゆっくりと手を下ろし、ショーツの上から秘部に触れる。

　まっすぐに菜美子へ向けられた眼差しには、愛情と支配欲が混ざり合っていた。

　夫の視線があまりに艶っぽくて、菜美子は息を呑む。

「っ……」

　布越しの愛撫に、菜美子は思わず腰を浮かせた。

　触れられたところが熱い。

　じっとりと濡れているのが自分でも分かるほど、ショーツの中は熟れきっていた。

「ふふ、こんなにグショグショにしちゃって……可愛いね」

「やっ……違うもん」

　菜美子は顔を真っ赤にして否定するが、身体は正直だ。

　秘裂からは愛液が溢れ出し、ショーツを濡らしてしまっている。

「違わないだろ？」

　弘人は意地悪く笑うと、指先で割れ目をなぞるようにして上下に動かし始めた。

「んっ、ぁ……っ、はぁ……んんぅっ！」

　快感に耐えきれず、菜美子の口から甘い吐息が漏れる。

　弘人は指先を器用に動かして、布越しに花弁を弄び、時折、的確に花芯をつつく。

　だが、あくまで触れる程度で、達するには物足りない刺激だ。

「ああ、焦らさないでぇ……変になっちゃうよぉ」

　指先の動きに翻弄されて、もどかしい快楽が全身を駆け抜ける。

「ふふ、じゃあどうしてほしい？」

　弘人は意地悪く笑う。

（恥ずかしいことを、言わせたいのね……）

　羞恥心と快感がせめぎ合って、おかしくなりそうだ。

　早くこの熱をどうにかしたい。

「……弘人っ、お願い……直接触ってぇっ！」

　とうとう耐えきれなくなり懇願すると、ショーツに手がかけられた。

「いいかい？」

「……もちろん。早く、来て」

　弘人は優しく微笑むと、ゆっくりとショーツを引き下ろしていく。

　美しいランジェリーの下から、熟れた女陰が顔を覗かせた。

「了解。たっぷり可愛がってあげる。……想像以上に濡れてるね」

　蜜に濡れた花弁を指で弄ぶ。秘唇はピチャピチャと音を立てた。

「いやぁ……言わないで」

「どうして？　僕は嬉しいよ。菜美子とこうして触れ合うの、久しぶりだから」

　弘人は穏やかに微笑むと、菜美子の両足を広げ、その間に自分の身体を入れる。

　そしてショーツを完全に下ろし、菜美子の足首から引き抜いた。

「う、うん……」

　菜美子は視線を下げながら頷く。

　弘人はいったん、身体を離し、菜美子の脚の間が間近に見える位置に移動した。

　そして妻の太ももに手をかけ、閉じないように固定する。

（どうしよう……全部見られちゃうよぉ）

　自分のそこがどうなっているのか、想像するだけで顔から火が出そうだ。

　しかし、弘人の視線はそこに釘づけになっているようだった。

「可愛いよ。ほら、よく見える」

　弘人は秘所に顔を近づけて、指先で割れ目をなぞった。

　人差し指と中指を花弁に押し当て、ヌゥプ、と左右に開く。

（ああ、弘人に見られてる……！）

　乙女の花園がヒクヒクと震える感触が伝わってきた。愛液が滴り落ちているのだ。

「いや……恥ずかしい」

「恥ずかしがることはないさ。こんなに濡らして、いやらしいね」

　弘人は指先で茂みを掻き分け、奥に鎮座するクリトリスに触れた。

「ひゃうっ！」

　いきなり強い刺激がやってきて、悲鳴のような声が出る。

　身体もビクンッと跳ね上がった。

「ここが気持ちいいんだね」

　熱っぽい弘人の吐息が淫唇にかかるだけで、くすぐったい快感がせり上がってくる。

「菜美子が可愛すぎて……僕、もう、我慢できない」

「弘人……そ、そんなに見ないでぇ」

「どうして？　今夜の君はひときわ綺麗なのに」

　弘人の声はかすれていて、劣情を帯びている。自分と同様に興奮してくれているのだと思うと、菜美子は嬉しかった。

　熟れきった秘所に彼の吐息がかかり、より強く感じてしまう。

（弘人に間近で見られて……どうにかなってしまいそう）

　菜美子の心を見透かしたように、弘人は桃色に膨らんだ花芯を舐め始めた。

「んっ、あっ……そんな……あぁぁぁぁ！」

　菜美子の口から、自然と喘ぎ声が出てしまう。

（弘人が私のアソコを……あぁ……気持ちいい）

　弘人は妻の心中を察してなのか、わざと音を立てて、花芯を吸い上げる。

　チュパ、ピチャ、ピチュッ、という卑猥な水音とともに、性感帯を貪られる悦楽に菜美子は酔いしれた。

（……もっと、してほしい）

　菜美子の秘所は、すでに大洪水だ。

「あっ……あぁ、んんっ」

　弘人の指が、舌が、花弁に触れるたび、子宮の奥がきゅんと疼く。

　舌先でチロチロと花芯を転がされれば、菜美子の全身は与えられる快楽に打ち震えた。

　それと同時に人差し指を蜜壺に挿いれられ、浅く抜き差しされる。

「んぅっ、ふっ……あぁ、これ、好きぃ」

　ゆっくりと内壁を擦られると、無意識に指を締めつけてしまう。

　すると弘人はさらに花芯も責めてくる。震える蜜口は新たな雫を生み出し、シーツを濡らしていく。

（こんなに気持ちいいことが、この世界にあるなんて）

　お腹の奥に生まれた熱が切ない甘さを伴い、身体中を駆け巡っていく。

　その熱量は今にも爆発しそうなほどで……。

「菜美子はエッチだね」

「だって、弘人が焦らすんだもん」

　もっと強い刺激が欲しい。気づけば菜美子は自分から腰を揺らしていた。

「ごめん、菜美子の反応が可愛くて、つい」

　弘人は優しく笑いながら、愛撫を続ける。

　彼は日頃は優しいが、ベッドの中では意地悪なのだ。

（弘人……激しくされて、感じちゃうよぉ！）

　敏感な粘膜を舌で擦り上げられると、身体が一気に熱くなった。

「ああ、あぁ……き、気持ちいい！」

　菜美子の反応を受けて、弘人はより一層、丁寧に愛撫する。

　秘裂からこぼれる蜜を、全て舐め取ろうとするかのように舌を絡みつかせていく。

「あ、だめぇっ！　もう……耐えられない、んっ、あ……ひあぁんっ！」

　熱い舌を巧みに動かされ──とうとう菜美子は達してしまった。

「んっ、あ、っ、……はぁ」

「イッたね」

　少し嬉しそうに、弘人は口にする。冷静だが愛情を感じる声だ。

「うん……ねぇ、弘人。……早く、挿れてほしい」

　菜美子は無意識のうちに腰を動かしていた。

　だが、いったん身体を起こした弘人は──渋い表情になる。

「ごめん、無理。実はすごく疲れていてさ」

　言葉少なに、弘人はそっと溜め息を吐く。

（えっ、ここまで来て？　据え膳食わぬは男の恥ってやつじゃない？）

　思わぬ展開に、動揺する。

　だが、弘人の少し切なげな表情を見ると、菜美子はそれ以上、何も言えなくなってしまった。

「そ、そうなの？　できない……？」

「ああ。……ごめん、今夜の菜美子、めちゃくちゃ可愛くて、今日のために準備してくれているのが分かったから、頑張らないと駄目だと思って。それでどうしても、言い出せなかったんだ」

　切なげに眉根を寄せる彼の言葉に、嘘はなさそうだ。

　たしかに一理ある。誕生日の夜に妻がセクシーなランジェリーを身に着けて迫ってきたら、その気がなくても多少は付き合わないと気まずいだろう。

　弘人らしい言い訳だった。

「でも、疲れてるって、どうして？」

　菜美子は上目遣いで弘人を見る。

「最近、仕事が忙しくて、なかなか寝つけなくてね。睡眠不足なんだ」

　目を擦りながら、弘人は深い溜め息を吐く。

　よくよく見れば、彼の目の下にはクマができていた。

　多忙による疲れを理由にされては、菜美子は何も言えない。

　一緒に事業を育ててきた自分は、誰よりも彼の事情を知っている。

「……そうなんだ」

　菜美子は内心、がっかりしたが、それを悟られないよう平静を装う。

（でも、仕方ないか……）

　弘人の仕事のことは理解しているつもりだし、無理強いはできない。

（といっても、昔はもっと忙しかったわよね。それに、誕生日のお祝いは前々から予定していたのだから、頑張れば調整もできたはず……弘人、他に何か理由があるの？）

　一瞬、頭に浮かんだ考えを、慌てて打ち消す。

「無理を言ってごめんなさい。今夜はゆっくり休んで」

「ごめん、菜美子」

　怒られた子犬のように、弘人はしょんぼりとうなだれた。

　彼自身、落ち込んでいるようだ。

「ううん、いいの」

　菜美子は首を横に振ると、弘人を抱き寄せた。

「じゃあ、また今度にしましょう。おやすみなさい」

　耳元に口を寄せ、菜美子は囁いた。

　誕生日の夜なのだ、弘人の好きなように過ごしてほしい。

「ありがとう」

　弘人は言葉少なに礼を述べた。

　その表情を見て、胸がズキンと痛む。

　弘人の申し訳なさそうな表情を見ると、菜美子はそれ以上、何も言えなくなってしまう。

（仕方ない……よね。うん）

　菜美子は納得した。いや、自分自身に納得するように言い聞かせた。

（だって、そうでも思わなきゃやってられないもの！）

　恋人になりたての頃は映画のようなドラマティックな経験をいくつもした。

　けれど、長年一緒にいたことで──今はお互いを、昔からの家族のような近さで感じている。それは喜ばしいことでもあるが、同時に寂しくもある。

（ああ、もう、昔には戻れないのかな……）

　ベッドの中で、菜美子は一人、涙ぐむ。

（でも……このままじゃ私は嫌だな。解決したいな。だって、弘人は私の、たった一人の大切な夫だから）

　考えているうちに睡魔が襲う。

　菜美子はそのまま、眠りの世界へと落ちていったのだった。
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（はぁ、なんで私たち、こんなことになっちゃったんだろ）

　オフィスで事務作業をしながら、菜美子は深い溜め息を吐いた。

　夕方五時半、終業時刻を過ぎ、オフィス内の人影はまばらである。

　菜美子も作成中の資料が完成したら退社するつもりだ。

（気合いを入れた誕生日に撃沈するなんて。今の私、女として魅力がないのかな）

　まさか、セックスが上手くいかないとは思わなかった。

　料理もお酒もムードも、全てが完璧だったのに……。

　いわゆる〝糟そう糠こうの妻〟として、病めるときも健やかなるときも支えてきた自分の存在はなんだったのか。

　デスクで重しとして使っている石に手を伸ばし、掌で転がす。

　何の変哲もない小石だが、菜美子には特別な意味があった。

　出会ってすぐの頃に、河原でのバーベキューで小石を使った水切りを菜美子に教えてくれた弘人。

　結局上手くはできなかったけれど、平たい小石やきれいな小石を拾い集めたりして盛り上がったのだ。

（あの頃は楽しかったな）

　全体的に白く、ところどころにウグイス色が入った小石。これは〝キツネ石〟と呼ばれている。

　水に濡れると翡翠のような美しい薄緑色になるため、キツネのように人間を騙すと言う意味で、キツネ石と呼ばれているのだ。

　ある日のサークル活動中に拾って持ち帰って以来、菜美子はなんとなく捨てられずにいる。

（だって、弘人との思い出が詰まっているから……）

　菜美子が弘人に出会ったのは、私立女子大学の管理栄養学科一年生のときだ。

　友人に誘われて入ったインカレのアウトドアサークル。そこにいたのが、他大の情報工学科三年生だった弘人だ。

　第一印象は、真面目で地味な先輩。

　長身で顔立ちも整っているが、一歩引いた場所からみんなを眺めている雰囲気のため、目立たない。

　だが、サークル活動の準備やサポートはきめ細やかにやっている。

　さらに彼は大学でもとても優秀で、システム設計やプログラミングが得意、教授からも頼りにされているとのことだった。

　ハイキングやバーベキューがメイン活動のサークルでも、弘人は裏方としてしっかり仕事をこなしている。

　そんな彼に菜美子は尊敬の念を抱き始めたのだった。

　──萩園君、菜美子ちゃんのことが好きなんじゃない？

　ある日のバーベキューで、弘人と同学年の女子学生がそう言った。

　すると周囲も、口々に同意する。

　──それ、私も思ってた！　絶対そうだって！

　──えっ？　そんなことはないですよ。だって私、地味だし……。

　恐縮する菜美子の頬は、真っ赤になっていたはずだ。

　──あら、菜美子ちゃんもまんざらでないって感じじゃない。

　──菜美子ちゃん、萩園君のことどう思っているの？　ねえ、もっと詳しく聞かせてよ。

　──運命の恋、かもよ。

　皆の反応に、菜美子は戸惑った。

　サークル活動自体には積極的に参加していたものの、それはみんなで協力して行う屋外での調理が好きだったからである。

　目立たない一年生の自分に、そんなロマンスが訪れるとは想像もしていなかった。

（ええっ？　運命？　私と萩園先輩が？）

　それからというもの、ことあるごとに、皆が菜美子と弘人をくっつけようと画策してきた。

　あるときは、二人が同じ係になるよう取り計らったり、皆が先に帰ることで、二人で帰宅するシチュエーションを作ったり……。

　──僕、肉を美味しそうに頬張る女の子が好きなんだ。

　屈託なく笑う弘人は魅力的で、菜美子はいつの間にか恋に落ちていた。

　それは弘人も同じで、二人は両思いだったのだ。

　ある日の帰り道で弘人に交際を申し込まれ、二つ返事でオーケーした。

　サークルの一員としての関係から恋人へステップアップし、情熱的な恋人になったのである。

（でも、弘人の両親にはあまり快く思われていなくて……弘人は自分たちの本気度を、両親に向かって宣言してくれたのよね）

　弘人は江戸時代から代々事業を営んできた裕福な家系に生まれ、厳しい教育方針の下に育てられていた。

　彼の両親は二人の交際を快く思わず、遊びなら早めに別れるよう、弘人に助言したのだ。

　手塩にかけて育て難関大学に進学した息子が、女子大生に弄ばれているように感じてしまったらしい。

　けれど、弘人の態度ははっきりしていた。

　菜美子が管理栄養士を目指し学業に励む真面目な学生であることを、きちんと説明してくれたのだ。

　菜美子が大学四年で就職活動を終え、弘人も大学院の修士論文がまとまりそうな頃に、正式にプロポーズされた。

　──菜美子を深く愛しているんだ。これからは二人で生きていこう。

　情熱と希望で瞳を輝かせたあの日の弘人の姿が、ありありとまぶたの裏に浮かぶ。

（両親に対しても堂々と結婚を宣言して……弘人、恋愛映画の登場人物みたいに格好よかったな）

　社会人生活のスタートとともに入籍し、二人で暮らし始めた。

　それから、周囲に認められるために、弘人も私も仕事をがむしゃらに頑張ったものだ。

　弘人は大学院在学中に興したＩＴ系の企業が軌道に乗り、ワンルームのオフィスから徐々に規模を拡大していった。

　実家の苦労を見たことから、中小企業向けにＩＴを活用した労務管理及びそのコンサルティングを行うベンチャー企業の経営者になったのである。

　一方の菜美子も念願叶って管理栄養士となり、大学卒業後は特別養護老人ホームで高齢者の食事に関わる仕事をするようになった。

　家賃の安さで選んだ築四十年のアパートで始まった新婚生活。

　仕事が軌道に乗ってからは賃貸の更新ごとに引っ越しをして、今では駅前の高層マンションに住んでいる。

　生活の落ち着いた二人はなんとか弘人の実家である萩園家とも和解し、ようやく駆け落ち同然だった結婚を認めてもらえた。

　そして、弘人は家業である萩園グループと提携した事業をいくつか始めた。

　その一つが、フードデリバリー事業だ。

　菜美子はこの事業のために転職をして、以後責任者を務めている。

　主な仕事は、小規模な事業所向けの昼食用弁当の企画立案と管理だ。食材は主に萩園グループのスーパーマーケットや問屋から調達している。

　結婚でわがままを通した分、事業で努力し成功することで、二人は親族にも認められたのだ。

　おそらく周囲に羨まれるような順調なキャリアなのだと思う。

　けれど──。

　二人はあまりにも頑張りすぎて、いつしか恋人というよりは、お互いをいたわり合う家族そのものになってしまったのかもしれない。

（それに、仕事で体力を消費しすぎているのかも）

　セックスレスになってしまった理由は、想像すればいくらでも思いつく。

　だがさすがに今回は、気合いを入れてランジェリーまで用意して誘ったのに断られたことがショックだったのだ。

　両目を閉じ、こめかみを指で押さえながら、菜美子は深い深い溜め息を吐く。

「菜美子さん、どうしたんですか？　私に手伝えることがあれば、言ってください！」

　横の席から声をかけられて、ハッとした。

　視線の先にいるのは、フードデリバリー事業部で営業をしている刈かり田た真ま穂ほだ。

　ゆるやかに巻いたセミロングの髪にパステルカラーのカットソーを着た、柔らかい雰囲気の女性社員である。彼女は勢いのある業界で営業の仕事がしたいと言って信用金庫から転職してきた、菜美子の会社のホープだ。

　弘人や菜美子は、区別するために社内では下の名前で呼ばれることが多かった。

「あっ、刈田さん、ごめんなさいね。たいしたことじゃないの。それに自分の仕事が終わったら、遠慮なく退社してね。今日、ノー残業デーだし」

　菜美子は顔の前で手を振る。

「そうですか……？　でも菜美子さん、最近、考え込んでいることが多いから、気になっちゃいますよ」

　真穂は心配そうに眉根を寄せると、人差し指を唇に押し当てた。

　菜美子はギクリと肩を強ばらせる。自分はそんなに挙動不審だっただろうか。

　ピンク色に塗られた爪先がちらりと見える。年頃の女性らしく、彼女はファッションやメイクに関心があるのだ。

　会社の休み時間にも、スマホや雑誌でそういった情報をチェックしていることが多い。

「えっ、そう？　なんでもないよ。……あ、刈田さん、ネイルが可愛いね」

　菜美子は取り繕うために話題を変える。

　ネイルを褒められて喜ばない若い女性はいないだろうという腹づもりからだった。

「あっ、分かります？　そうなんですよ～。行きつけのサロンでやってもらったんです」

　真穂は嬉しそうに笑った。くだけた雰囲気に、心が和む。

「そういえば、菜美子さん、爪のお手入れとかって、どうしてるんですか？」

　菜美子の指先に視線を移しながら、真穂は訊ねた。

「私？　うーん、あまりしないかなぁ……」

　変に思われず話題が逸れて、菜美子はほっとした。

「ええ～っ！　勿体ないですよぉ～」

　真穂は大げさに驚くと、口を尖らせる。

「だって、私の爪なんて、誰も見ないでしょ」

　そう言って、菜美子は自分の爪をまじまじと見る。短く切りそろえられた健康的な指先だ。

　言葉通り、本人すらきちんと見るのは久しぶりである。

　食品関係の仕事をしているからという理由もあるが、本音を言えばコスメ全般への興味が薄れて、気を遣っていないだけだ。

「そんなことないですって。じゃあ、今度、一緒にお買い物に行きませんか？　私が菜美子さんに似合う色を選びますよ！　ネイル以外にも、口紅とかチークとか、いろいろ見ません？」

　真穂は屈託のない笑顔で言った。

「……うーん、でもなぁ。私、刈田さんと違って内勤メインだし」

　営業で外回りの仕事も多い真穂が、外見を気遣い華やかな装いを好むのは頷ける。

　菜美子はどちらかというと企画や発注、社内調整等の事務仕事が多く、外見は清潔感重視だった。

「え～っ！　それってお洒落しない理由になりますか？　行きましょうよ。たまには女同士で楽しくショッピングするのもいいじゃないですか。ね？」

　食い下がる真穂を見て、菜美子は苦笑する。

　お洒落への消極的な態度と、それに伴う魅力の減退が、弘人を遠ざけている一因かもしれない。

「そうね、分かったわ。今度の日曜日なら空いてるけれど、刈田さんはどう？」

　他業界から営業の仕事をするために転職してきただけあり、真穂のコミュニケーション力は並外れていた。

　最初は乗り気でなくとも、彼女が話せばだいたいの話は通ってしまうのだ。

「やった～！　もちろん、オッケーですよ！」

　真穂は万歳をする。

　彼女の屈託ない笑顔を見ていると、菜美子も新しい化粧品が欲しくなってきた。

（私は少し気を抜きすぎて、女をサボっていたのかもしれないわ。刈田さんの意見を聞いて、お洒落になれたらいいな）

　菜美子は弘人の顔を脳裏に描きながら、そんな風に思うのだった。
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　その週末、菜美子は約束通り、真穂と駅前で待ち合わせした。休日の日中ということで、駅構内は行き交う人で溢れている。

「楽しみにしてました！　菜美子さんとデートだなんて」

　真穂はいつもと同じくテンションが高い。菜美子とのショッピングを楽しみにしていたようだ。彼女のジーンズにＴシャツ、一部がスケルトンになったバッグというスタイルも新鮮だった。

　一方の菜美子も、ゆったりとしたロング丈のワンピースで職場とは雰囲気を変えている。

「デ、デート？」

　面食らって言うと、真穂はほくそ笑む。

「ふふっ、冗談ですよ～。さ、行きましょう」

　菜美子の手を取り、真穂は駅前の百貨店へ向かった。

　化粧品ブランドが並ぶ一階フロアを歩き、有名ブランドのカウンターを次々と覗いていく。

　磨き上げられたカウンターに陳列された化粧品は、どれも輝いて見えた。

　ネイルカラーを目当てに訪れたブランドで、真穂が興味を持ったのは新作の口紅だ。

「あ、これいいっ！　どうですか？　この口紅の色、綺麗でしょう？」

　真穂は濃いピンク色の口紅を手にすると、鏡に向かって塗った唇を見せる。

「たしかに！　唇の色がイキイキして、すごくきれい」

　それは一見派手に見える色合いだったが、唇に滑らせてみると絶妙なバランスで唇を彩り、華やかさと上品さを演出していた。

（やっぱり、たまにはきちんとメイクをするのも大切ね）

　自分がきれいになれば、弘人はもう一度、菜美子を女として見てくれるかもしれない。

　淡い期待が、菜美子の胸を躍らせる。

（せっかくの機会だから、新しいコスメをいろいろと揃えてみようかしら。あとは、ヘアケア製品も在庫が尽きそうよね……）

　そんなことを考えていると、真穂の興味は隣に並ぶ香水へと移った。

「私、このブランドの大ファンなんですよね～。ぜひ菜美子さんにも布教したくて。ほら、こっちの新作もどうです？」

　女性用の香水だけに、可憐なフローラルがほのかに漂ってくる。

「いい香り！　なんだっけ、これ……」

　なんとなく知っているような香りに引かれて手に取ったのは、シンプルな香水瓶だ。ブランドのロゴが表についている。

「それ、人気のフレグランスですよ。特に女性に人気があって、雑誌でもよく取り上げられています」

「そうなの……？」

「ふふっ、菜美子さん、ジャスミンを選ぶとは、センスがいいですね」

「どういうこと？」

　意味が分からず、菜美子は真穂に問い返す。

「外国では、薔薇は貴婦人の香り、ジャスミンは娼婦の香りと言われているそうですよ。旦那さん、喜ぶんじゃないですか～」

　真穂はそう言うと、意味ありげに微笑む。

「娼婦？　ちょ、刈田さんってば……」

「冗談ですよ、冗談。薔薇もジャスミンも世界中で大人気の香りですから、惹かれるのは当たり前です。香水の世界では薔薇、ジャスミン、スズランが三大花香と呼ばれているくらいです。私もジャスミン、好きですよ」

「なるほど。私、香水はあまり使わないから知らなかったわ。……せっかくだし、この香りのヘアオイルを買っていこうかしら」

　唐突な話の流れに面食らった菜美子だが、真穂は自分の知識を披露したいだけだったようだ。

　内心、ほっとする。

「……あ、そうだ、青池温泉に、ＳＮＳ映えすることで有名な薔薇園があるんですよ。秋のシーズンにでも、会社のみんなで行きません？」

「薔薇園？　みんなで？」

　真穂はヤリ手の営業職だけあって、アイデアが豊富なのだ。

　営業会議では毎回、一人三個のアイデアを用意するよう求められているのだが、真穂は五個以上を持ってくるし、会議中にも新しいアイデアをポンポンと出していく。

「ええ。ほら、こんな感じです。行くなら奮発して社員旅行とか？　どうでしょう、菜美子さん。旅行会社に伝つ手てがあるので、私が企画しますよ」

　スマホを取り出して、真穂は手早く薔薇園の画像を検索する。

　そして菜美子に画面を向けると、そこには美しく咲き誇る薔薇や、風光明媚な温泉地の画像がたくさん並んでいた。

　にんまり口角を上げる真穂に画像を見せられると、菜美子までワクワクしてくる。

「うーん。実現は難しいかもしれないけれど……ちょっと楽しそう、かも？」

「でしょでしょ！　菜美子さん、ぜひ考えて行きましょう」

　真穂は菜美子のまんざらでもない表情を見て、頷くのだった。
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　買い物を終えた二人は、駅前のカフェでランチを食べることにする。菜美子も時折、訪れる店だ。

　駅前の喧騒とは対照的に、オープンテラスのカフェは静かで落ち着いた雰囲気だった。

　木々に囲まれたテーブルに座り、木漏れ日の下でそよ風に吹かれると、興奮していた気持ちも少しクールダウンする。

　この店はサンドイッチが名物で、特にＢＬＴサンドはボリュームがある。

　パンはふわふわで香ばしく、カリカリに焼かれたベーコンとの組み合わせは最高。具材は新鮮そのもので、一口かじるとベーコンの塩気とトマトの酸味、レタスのシャキシャキ感とマヨネーズのコクが、口の中で絶妙に調和した。

（美味しい！　けれど……）

　そこで、菜美子は手を止める。

（なんでだろう。今日は以前までの感動がない……）

　どんよりとした表情で、菜美子はもぐもぐと口を動かす。

　頭をよぎるのは、やはり弘人の誕生日の出来事。

　仕事で疲れているからと理由は聞いたのだが、いまいち釈然としない。

　他に理由を探しては、ぐるぐると思いを巡らせてしまう。

　けれど菜美子の結論は、いつまで経っても出ないのだった。

（ムードがなかったのかしら？　逆に気合いを入れすぎて引かれてしまったとか？　それとも──単に疲れていただけ？）

　日々の仕事が、弘人を消耗させてしまったのだろうか？

　菜美子は弘人を誘うのに失敗した理由をいろいろと考えるものの、答えは出ない。

（考えられる線としてはやはり、激務による過労かしら？　それとも、まさか浮気？　う～ん、でも、あの真面目な弘人が……）

　頭の中に様々な考えが渦を巻いて、菜美子は落ち着かない。

　溜め息混じりで口を動かしていると、真穂が声をかけてきた。

「菜美子さん、さっきから元気がないですよ？　せっかく素敵なコスメを買ったのに」

　真穂は、やや声のトーンを落として尋ねる。

　本気で心配してくれているのだろう。眉根を寄せ、菜美子を気遣う表情を見せる。

　菜美子は真穂になら自分の気持ちを打ち明けられると思い、口を開いた。

「ねぇ、刈田さん。男の人って、女性のメイクとか見ているのかな？」

「えっ、どうしたんです、急に乙女みたいな質問しちゃって」

「いや……ちょっと気になって」

　いきなりの質問で、困惑させてしまっただろうか。菜美子は少し反省する。

「……うーん、実感から言うと、あんまり見ていないかもですねぇ。男性って、そんなもんですよ」

　ストローからジュースを飲みつつ、真穂はうんうんと頷いた。

「そう、だよねぇ……」

「でもでも、清潔感は大切ですよ。お化粧、私は趣味でやってます。男性の視線とか気にしていたらつまらないし。あっ、もしかして、今日のお買い物を後悔されています？」

　真穂は心配そうに首を傾げ、菜美子の顔色を窺う。

　菜美子は結局、売り場で試した華やかな色の口紅と、ジャスミンの香りのヘアオイルを購入していた。

「ごめんなさい！　そういうんじゃないの。刈田さんとのお買い物、私、すっごく楽しかったよ」

　顔の前で手をぶんぶんと振って、菜美子は否定する。

「そうですか？　それなら、どうして……」

　真穂は訝しげに眉をひそめた。

「実はね、夫……弘人と、最近上手くいかなくて。なんていうか、彼ってば素っ気ないの」

　菜美子は真穂に相談をすることにした。

　菜美子と弘人の双方をよく知る真穂なら信頼できると考えたのだ。

　真穂は口が堅いところも長所である。

　そうして菜美子が語り始めたことに対し、真穂は真剣に耳を傾けてくれた。

「なるほど……お二人ともお忙しいですものね」

　ところどころはぼかしたが、誕生日が予想通りの展開にならなかったことは伝えられた。

「まぁ、仕方ないわよね。でもね、それでも……誕生日のお祝いくらいは、もっと乗り気でもいいじゃない？　私に魅力がないのかなぁ、とか、もしかして浮気しているのかなぁ、とか、余計な心配をしちゃって」

「たしかに！　張り切ったのに反応が薄かったら、がっかりしちゃいます」

　話を聞き終えると、真穂は頬を膨らませて大きく頷いた。

「ええ……別に夫婦仲が悪いってわけじゃないのよ。でも、本当にどうしたらいいのか分からなくて……」

「いやいや、菜美子さんの気持ち、分かりますよ」

　真穂は慰めるように言う。食い気味に話す菜美子に共感してくれているのだ。

「ありがとう……刈田さん」

「……それで、菜美子さんはどうしたいんですか？」

「えっ？」

　聞き返されて、菜美子はきょとんとした表情になった。

「菜美子さん自身は、どう考えているのかなと思って」

「私は……できることなら、もう一度、結婚前みたいな関係になりたいと思ってる」

　菜美子は言葉を選びながら、自分の思いを口にした。

　真穂に洗いざらい話したものの、大切なのは菜美子自身の気持ちである。

「それなら、その本音を旦那さんに打ち明ければいいんじゃないですか？　二人三脚で会社を育ててきた菜美子さん、私の憧れです。何も遠慮することないと思いますけど」

「上手くいくかな……」

　菜美子は自信なさげに呟いた。

「大丈夫ですって！　そもそも、夫婦なんて他人同士が一緒に暮らしてるんですもん。意見が違うのは当然だし、衝突することもあるでしょ。それを一方が我慢する必要もないと思うんです」

　真穂は可愛らしい外見だが、一本筋が通っている。菜美子もそういうところを信頼していた。

「なるほど……そうよね、そういう考え方もあるわよね」

「ですですっ！　それに私は思いますけどね。旦那さんが浮気をしているとしたら、絶対にバレないように上手くやるはずですよ。すっごく賢い方ですもの。疑われているくらいなら、それは浮気じゃありません。旦那さんが誠実な人だってことは間違いありませんって」

　真穂は拳を握り、真剣な面持ちで力説した。

　たしかに一理ある。なんでも完璧にこなす弘人のことだ。浮気だって完璧にこなしてしまうだろう。

「うーん、それもそうね」

　真穂の言葉に勇気づけられた菜美子は、少しだけ明るい表情を取り戻した。

「……ただ、菜美子さんがそんなに気にされているんだったら、一応、私も社内のネットワークを通じて調べてみますよ」

「えっ、本当に？　刈田さん、そんな伝手があるの？」

「もちろんですよ～！　私、転職組だけど人脈には自信アリですから。……その代わりと言っては何ですが、私にも協力してもらえますか？」

「協力……？」

　問い返すと、真穂は身を乗り出し瞳をキラキラさせて、意外な話をした。

「実は……弘人さんの下でボナクエストの営業をしている鈴すず木きさん、私、狙ってるんですよね～」

　真穂が口にした鈴木という人物は、弘人の右腕として働いている。学生時代は体育会系だっただけありがっしりとした体躯をしていて、明るい挨拶が印象的な青年だ。

　真穂とは年齢的にも性格的にも釣り合う気がする。

（なるほど。刈田さんの目的は鈴木さんだったわけね）

　菜美子の中で合点がいく。

　真穂も意中の異性について相談したくて、菜美子をショッピングに誘ったのだろう。

「まぁ、そうなの！　ええ、もちろんよ。協力しましょう」

　こうして二人の利害関係は一致したのだった。
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　翌日から早速、真穂との情報交換が始まった。

（絶対、浮気なんてしていないと思うけれど……でもでも、私が安心するために、必要なことだから……）

　あの日から、弘人に変わった様子はない。

　仕事が忙しいらしく、家で作業することもしばしば。同じ会社で働く菜美子も激務が続いていたから、それは理解できる。

（ごめんね、弘人。こっそり確認させてもらうね）

　罪悪感に駆られつつも、まずは菜美子が、弘人の行動予定をチェックする。

　弘人は社長のため、主な外出予定は社内にもオープンになっているし、菜美子は個人的にも彼の予定を把握していた。

（そこに矛盾がないかどうかが肝だけれど……）

　弘人は月に数回、退勤後の会食もあるが、基本的に仕事絡みである。

　不審な点は何もなかった。

　次に菜美子は弘人のＳＮＳを検索してみることにした。

　弘人が浮気相手とやりとりをしていないか探ろうというわけである。

（浮気調査みたいになっちゃっているけれど……これも全ては弘人と、よい関係を築くため！）

　とはいえ、どこを探しても、不審な点は見当たらない。

　ＳＮＳでつながっているのは旧友や仕事仲間だ。あるいは顧客。特段怪しいところはないし、こういったやりとりの全てを疑い始めたらきりがない。

　妻としては信頼できる夫だが、しかしそれでは、菜美子の悩みは解決しないのだ。

（さすがに探偵を雇うわけにはいかないものね……）

　そんなことをしているうちに二週間ほどが経過したある日のこと、人影の少なくなったオフィスにて、真穂が興奮した様子で話しかけてきた。

「菜美子さん！　これを見てください！」

　真穂はスマートフォンを差し出すと、一枚の写真を見せる。

　その写真には、テーブルに向かい合って座り談笑する男女が映っていた。

　男性はスーツ姿で、女性はタイトスカートにブラウス姿。場所はどこかのホテルのラウンジかカフェだろうか。

　二人はテーブルに向かい合って座り、資料を広げて楽しげに話している様子だ。

　そして菜美子は、男性の紺色のジャケットに見覚えがある。

　服装からして、間違いなく──弘人である。

（え、なにこれ……？　どうして、女性と二人でホテルに……？）

　想定外の光景に、心臓がバクバクしてきた。

「……こ、これは？」

「この前、一緒に行った研修の帰りに見かけて撮らせてもらったんですよ。ほら、うちの会社からも何人か参加したじゃないですか」

　そういえば真穂は先日、部署のメンバーと一緒に社外研修へ行っていた。

　この写真を見ただけでは決定的な証拠とは言えないかもしれないが、それでも疑惑を抱くには充分だ。そのくらい二人は親密で、楽しそうに見える。

「写真のここに座っているのが弘人さんです。そして向かいに座っているのが、ボナクエスト本体で秘書をしている豪ごう徳とく寺じ茉ま莉り花かさん。私より少し後に転職してきた方なんですが、元読者モデルで社内一の美人だって言われてます」

　真穂は少し小声で言う。

　菜美子は言葉を失ったまま頷くしかなかった。

「もちろん、単に仕事上の打ち合わせをしているだけかもしれません。私からは、なんとも」

　真穂は頭を掻きながら続けた。彼女自身も信じられず、説明に困っているようだ。

「……分からないわよ。弘人はモテるもの」

　菜美子の声は震えていた。ショックを隠しきれないのだ。

　菜美子の様子に、真穂は同情の眼差しを向ける。

　そして、おもむろに口を開いた。

「今度、弘人さんと茉莉花さんは出張へ行くそうなんです。……気になりません？」

「そうなの？　たしかに少し……気になるわ」

　写真を見つめながら呟く。平静を装っていたものの、頭の中は真っ白だった。

「じゃあ、私たちがこっそり後をつけちゃいましょうよ」

　真穂は、口を手で覆いながら小声で提案した。

「……え？」

「だから、二人を尾行しましょうって言ってるんです。来月、二人の参加するパーティがあるんですよ。県外で、一泊二日の出張みたいです」

　秘密の話をする真穂の表情は、ほんの少し楽しげだった。落ち込む菜美子の気を紛らわそうとしているのだろう。

「そっ、そんなことできないわ！」

　菜美子は慌てて首を振る。だが真穂は譲らない。

「大丈夫ですって！　もし見つかるのが怖いなら、バレないように変装すればいいだけですし」

　真穂は親指と人差し指を眼鏡のような形にして目に当て、おどけてみせる。

「いや、そういう問題じゃなくて……」

　変装して尾行するだなんて、怪しさ満点だ。

　見つかったときの気まずさを想像すると、とてもではないが受け入れられない。

「菜美子さん、このまま黙って引き下がるんですか？　弘人さんの本心を確かめたいんでしょう？」

　両手を握り、真穂は菜美子を見つめた。

　単なる野次馬根性ではなく、心の底から菜美子を案じているのだ。

「うっ……」

　痛いところを突かれ、言葉に詰まる。

　真穂の言う通りだ。ここで逃げたら一生後悔することになるだろう。

「分かったわ。行きましょう、二人で」

　覚悟を決めてそう言うと、真穂の顔がパッと明るくなった。

「さすが、菜美子さん！　デキる女だけに、勇気があります！」

　それから二人は準備に取りかかった。

　当日に備えて髪型を変え、メイクも変えることにする。

　もちろん、鉢合わせしたら丸分かりなのだが、遠目の印象はかなり変わるものだ。

（これなら大丈夫かしら……）

　終業後の社内、トイレの鏡の前で二人は相談する。

「菜美子さん、いいじゃないですか～！」

　ハーフアップの髪の毛先を、ゆるく巻く。

　普段のシャープな印象が、一気に和らいでいく。

　メイクも頬や唇に明るい色を乗せて、華やかな印象にまとめた。

　鏡を見ながら、自分でも悪くないと思う。

　あとは服をどうするかが問題だったが、その点も真穂が買い物に付き添ってアドバイスしてくれた。

　駅ビルに入るフォーマルファッション専門店で、パーティ用の服を揃える。濃紺のワンピースにツイードのジャケットを合わせたスタイルは、大人っぽさときちんと感が同居していて、なかなか似合っていた。

「うわぁ～、すごく綺麗ですよ～！　これで落ちない男はいませんって……って、違うか」

　真穂は大げさなくらいに褒めてくれる。

　お世辞だと分かっていても嬉しいものだ。菜美子は顔をほころばせる。

　──そうよ、メイクも洋服もアドバイスを受けて、思いっきりお洒落をしたのだから、当日は楽しまなくちゃね……！

　少なくとも今後の見通しと次へとつながる計画は立てたのだ。落ち込んでいる暇はない。

　菜美子は心の中で小さくガッツポーズをしたのだった。
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　それからしばらくは、弘人を尾行する秘密の計画のことで頭がいっぱいだった。

　けれど細々とした家事や仕事をこなしていると、いつの間にか不安な気持ちや弘人への猜疑心、ひそかに疑いを持っている自分への罪悪感も薄らいでいく。

　相変わらずセックスレスだったけれど、弘人は変わらず穏やかで、週末には菜美子とジムに通ったりもする。

　家庭生活とはこうした小さなことの積み重ねで成り立っているものなのだ。

　そうこうしているうちに、いよいよ尾行計画実行の日が近づいてきた。

「菜美子、来週の金曜なんだけどさ、一泊で出張する予定だけれど、いい？　九階堂商会ってさ、ほら、うちは小麦粉の仕入れなんかでお世話になっている会社さんがあるだろう？　創業記念パーティがあるんだ。フードデリバリー事業部でも関わっているから、菜美子も一緒に来る？」

　ソファに身体を預け、スマホで真穂と連絡を取りつつネット配信の映画を見ている菜美子に、弘人が尋ねてくる。

「え？　……私はいいわ。金曜日は打ち合わせが詰まっているから、いまさら予定は空けられないし」

　画面を見つめたまま、菜美子は答えた。

　ギクリ……。

（本当は弘人の浮気調査のため参加するんだけど……口が裂けても言えないわね）

　折しも、視聴中の映画は佳境に入っており、犯人が刑事に追い詰められる場面だった。

　犯人役の俳優の演技が迫真に迫るので、隠し事をしている自分に重ねて心臓が高鳴ってしまう。

「そうか、じゃあ、僕が菜美子の分まで、よく挨拶してくるよ」

　顔から血の気が引いて、弘人をまともに見られない。

　菜美子は映画に夢中の振りをして、何気ない調子で答えた。

「ええ。私の分まで、よろしくと言っておいてね。お願いよ」

　弘人は菜美子の答えを待って、ソファの隣に腰かけた。

　そして風呂上がりでまだ濡れた菜美子の髪を、タオルでそっと包む。

「ひあっ！」

　あまりの驚きに、菜美子はソファから飛び上がった。

　弘人の手が触れた部分が熱い。そして、心臓が飛び出してしまいそうなほどうるさく鳴っている。

「い、いきなりどうしたのっ？」

　菜美子は顔を真っ赤にして抗議するが、弘人は涼しい顔をしていた。

「ん？　いや、髪乾かさないままでいると、風邪を引くかと思ってさ」

　弘人は菜美子が肩にかけたタオルを取り上げると、髪の毛を包んで水気を取っていく。

「あっ……」

　言われてみれば、菜美子の髪は簡単にタオルドライをしたのみで、いわゆる生乾きだった。

　真穂から送られてきた出張の日の詳細についての連絡にかかりきりで、すっかり忘れていたのである。

　きちんと乾かすことが髪にとって大切なのは美容師からもアドバイスされているが、どうしてもおざなりになってしまっていた。

「じっ、自分でできるから、弘人はいいよ」

「まぁ、そう言わずに」

　弘人は落ち着き払った声で言うと、菜美子の態度を意に介さず、丁寧な手つきで拭き上げていく。大きくて温かい掌の感触は、心地よかった。

　菜美子は観念して、されるがままになる。

「よし、これでいいかな。仕上げにヘアオイルとドライヤーをやって寝ろよ。髪は女の命、なんだろ」

　弘人は優しい視線を向け、いたわるように言った。

「……そうだよね。これからは気をつける」

「うん。……なんだか今夜の菜美子、素直だな。下心でもあるのか？」

　弘人が訝しげに眉根を寄せる。

「そ、そんなことあるわけないでしょう。……も、もう」

「はい、終わり」

　タオルを手に、弘人は立ち上がった。

「あ、ありがとう」

　菜美子は戸惑いながらも礼を言う。

　弘人は菜美子の長い髪を触るのが好きだった。

　出会った頃はもっと長かったし、手入れも行き届いていた。

（弘人が気にしてくれているのなら、私自身が、もっと気を遣うべきかもしれないわね）

　菜美子が弘人との関係に悩み出してから、気づいたこと。

　それはやはり、菜美子が身だしなみに手を抜きすぎだということだ。

（弘人は決して私をないがしろにしているわけじゃない……だから、私ももう少し、弘人と私自身を大切にしないとね）

　自分の髪の毛を指で梳きながら、菜美子はそんな風に思うのだった。
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　菜美子は自分の人生において一度しか現れない〝最愛の女性〟だ──そう弘人は思っている。

（忙しくて、最近は二人きりで過ごせていないけれど……）

　きっと菜美子は理解してくれているはずだと、弘人は考えていた。

（もう少し、人手を増やせればいいんだがな）

　弘人が起業して、もうすぐ八年になる。

　最初は友人とワンルームで始めた会社だが、順調に規模を拡大してきた。

　企業経営者の息子として生まれた弘人は、苦労する親の背中をずっと見てきた。だから自分はそんな企業経営者を助ける企業を興したいと思った。

　ボナクエストコーポレーションでは、これから事業を始める人に寄り添い、日々の業務を楽にするためのサービスを複数提供し、困ったときにはすぐにサポートできる体制も整えている。

　菜美子の入社を機に始めたフードデリバリー事業は顧客にも好評で、提携工場や配達人員、食材の調達先を徐々に増やしてきた。

　だが、注文数の伸びのわりには人的リソースが用意できないという課題があり、日々の仕事を回すのに四苦八苦している。

　昼食用弁当の企画や発注管理はフードデリバリー事業部の管轄だが、配達人員の確保に関しては弘人の直下で受け持っていた。

　特に昼食用弁当の配達に関しては、オフィス街を午前中に回り終えないといけない。

　一見、単純作業に見えるが、車通りが多く一方通行なども多い場所のため、経験豊富で土地勘もあるスタッフが担当しないと難しいのだ。

　事業を始めて間もない頃には、弁当が昼休みまでに到着せずクレームを受けた苦い経験が何度もある。

　また注文数の増加に応じて、安定的に食材を納入してくれる業者を探さねばならない。

　これまでは実家の萩園グループのスーパーマーケットや問屋に頼りきっていたが、弁当メニューのレパートリーを増やすためにはより幅広い視点で調達先を探す必要がある。

　──と、仕事の課題は日々山積しており、どうしても最愛の妻である菜美子との時間を犠牲にせざるをえないのだった。

（菜美子、怒っているかな。そういえばこの前も、セックスを拒否してしまったし）

　弘人は寝室に入ると、ベッドで寝息を立てている妻の寝顔を見つめる。

（ごめんよ、菜美子。でも今は仕事が一番大事なんだ）

　弘人はベッドに潜り込むと、眠る妻の頬に優しく触れる。

　穏やかに眠る彼女の頬はほんのり桃色で、とても愛らしかった。

「んっ……」

　すると、菜美子は小さく身じろぎをする。

（悪い、起こしたか？）

　だが、菜美子は寝返りを打っただけだった。弘人の方を向いた体勢になり、ふたたび深い眠りに落ちていく。

　菜美子は色白で、透き通るような肌を持つ美人だ。

　弘人は思わず彼女の唇を奪う。

「……んっ」

　色っぽい声を出すが、あくまで眠り込んでいるようだ。

（ああ、ずっと君とこうしていたいけれど……夜這いをかけるなんていけない！　それに菜美子も僕も疲れているんだから、なおさらだ）

　弘人は菜美子から唇を離すと、そっと顔を背けた。昂ぶりそうになる自分自身をなんとか抑える。

（駄目だ、駄目だ！　ようし、建設的なことを考えよう！　明日の仕事は上手くいくだろうか）

　ぶんぶんと顔を横に振ってから、弘人は枕に顔を埋め、そのまま眠ってしまうのだった。
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（探偵の真似事なんかして、大丈夫かしら）

　高鳴る胸をそっと手で押さえ、菜美子は深呼吸をする。

　──あれから一週間が経ち、菜美子は真穂とともに、取引先企業・九階堂商会の創業六十周年を記念するパーティにやって来た。

　老舗ホテル二階にある大広間。立食形式で出入り自由のパーティには、多くの人が集まっていた。

　高い天井に煌めくシャンデリアの下で、談笑が繰り広げられている。

　招待客の間を縫うように給仕係が歩き回り、料理や飲み物を運んでいた。

「菜美子さん、緊張しますねぇ。こんなに豪華で賑やかなパーティ、初めてです！」

　真穂は薄紫色のワンピースにボレロという、パーティ向きの服装をしていた。

　菜美子はといえば、先日真穂に選んでもらった濃紺のワンピースにツイードのジャケット姿である。

　真珠のネックレスとピアスを合わせ、少し格式張った装いに仕上げた。

「たしかに、想像以上の人出ね。今日の私たちは九階堂商会さんの穀物事業部と関係があるから、別で挨拶しにきたという立場。用事を済ませたら、早めにお暇いとまいたしましょう」

　菜美子は小声で真穂に言った。

　若い真穂は、大規模なパーティに気後れしているようである。

　行き交う人々や豪華な料理、入り口に飾られた大きな生け花などを、物珍しそうに見つめていた。

　会場をぐるりと見渡す。スーツ姿の男性やイブニングドレス姿の女性など、着飾った老若男女がいっぱいだ。

　菜美子と真穂は、地域の経済界の重鎮に積極的に挨拶をして、世間話に花を咲かせる。

　ボナクエストは創業から数年のまだまだ若い会社だ。

　様々な業種の企業と交流し、存在を認知されることが大切である。

「萩園さん、このたびは当社の創業記念パーティに足を運んでくださってありがとうございます。おかげさまで我が社も、無事に人間でいうところの還暦を迎えられました」

　菜美子に声をかけてきた男性は、九階堂商会の会長であった。

　白髪交じりの髪をオールバックにした、紳士的な六十代の男性である。

　彼はこの街で敏腕経営者として名を馳せてきたが、数年前に体調を崩したのを機に、事業を長男に任せ、自らは会長職に退いた。

「こちらこそ、素晴らしい機会に参加できて光栄です」

　菜美子は営業スマイルを浮かべて丁寧に対応する。

　彼の後ろに控えているのは、長男で現在は社長を務めている三十代前後の男性だ。

「萩園グループ及びボナクエストコーポレーション様には、いつも大変お世話になっております」

　隙のない装いをした社長に深々とお辞儀をされると、菜美子は恐縮してしまう。

「いえいえ、そんな……」

　話を合わせながら、会場内に目配せをする。

（あれは、弘人と営業部の鈴木さんと……茉莉花さん？）

　菜美子に遅れて入り口から入ってくる弘人の姿が見えた。傍らにいるのは、茉莉花と営業部の鈴木だ。

　すらりと背が高く、モデルのような体型をしている彼女は、弘人と楽しそうに話している。

　時折見せる笑顔は、とてもチャーミングだ。

　二人が並んだ姿はまるで恋人同士のように見えて、菜美子の心をざわつかせる。

（どういうこと？　あんなに距離が近くて、親しげだなんて）

　菜美子は混乱していた。秘書の茉莉花が弘人の隣にいるのはおかしくないが、例の写真を見てしまった後である。

　二人が一緒にいるところを見ると、どうにも心が落ち着かない。

「どうかされましたか？」

「あ、いえ、なんでもございませんわ」

　不思議そうな顔をする会長に愛想笑いをして、その場を切り抜けた。

　一通り挨拶を終えたところで、真穂を連れてドリンクスペースに向かう。

　そこでシャンパングラスを受け取り、一息ついた。

　弘人のことは見失ってしまったため、しばし休憩だ。

「ふう、疲れたわね」

「そうですね～。それにしても、すごい人数ですね！」

　真穂の言う通り、招待客は多いようだった。あちこちに談笑する人々がいて、それぞれが楽しそうに過ごしている。

「いやー！　さすが九階堂商会さん、パーティも大盛況ですね、萩園社長」

　──と、そこへ、ふと背後から、聞き覚えのある声が耳に届く。

　これはたしか──弘人の下で働く、真穂が狙っていると言っていた、鈴木だ。

「そうだな。やはり長く続く企業は違うよ」

　相づちを打つ、弘人の声。

（こ、これは……まずいわ！）

　すぐ後ろに、弘人たちが来ていたようだ。

「ふー。萩園社長、クールな顔して、今日もエネルギッシュですね。俺も社長みたいになりたいなあ。……仕事で成功するための秘訣って、なんでしょうかね？」

「なんだ、いきなり真面目になって」

　弘人は鈴木と、親しげに会話をしていた。傍らには相づちを打つ茉莉花がいる。

（こんなことってある？）

　真穂もそれに気づいたらしく、菜美子に目配せした。

（でも、一大チャンスよ！）

　彼らは二人に全く気づいていない。

　菜美子は真穂の手を引き、そっと彼らが見える位置に移動する。

　そして気配をひそめ、彼らの会話をそれとなく盗み聞きした。

「いや、俺はいつだって大真面目ですよ。見た目がチャラいからそう見えないかもしれませんけどー」

「そうですよ、萩園社長。鈴木さんって、軽薄な外見の下に計算高さを隠しているタイプなんですから」

　会話に加わったのは、なんと茉莉花である。

「アハハ！　豪徳寺さん、厳しいっすね」

　軽口を叩き合う鈴木と茉莉花に、弘人も頭を掻いた。

「ごめんごめん。うーん、そうだな。仕事で成功する秘訣か……それは何よりも、諦めないで試行錯誤することかな。とにかくあがくんだ」

「おおー、社長、さすがっす。……でも、それが一番難しくないですか？」

　鈴木は鋭いツッコミを入れる。

（弘人とみんなって、いつもこんな雰囲気なのね）

　担当している仕事が違うため、同じ会社にいても弘人が社員にどう接しているかは分からない。

　仕事にはストイックだけれど、部下に対しては気さくに接する。弘人の意外な一面を知って、菜美子は嬉しくなった。

「そうだよ。食らいついて放さない、ってのが実は一番難しい。ずっと結果が出なかったら、みんな諦める。僕は未練がましくて、諦めきれなくて……気がついたらライバルはいなくなってた。要するに、諦めが悪いから勝てたんだよ」

　弘人は頭を掻きながら笑った。

「あら、社長、それは凡人には真似できないですよ。どうやって精神を保ってたんですか？」

　茉莉花は頷きながら弘人に尋ねた。

「うん。だからさ、辛いときはこれを握りしめてるんだ」

　弘人がスーツのポケットから取り出して見せたのは、薄緑色の小石だった。

（えっ！　あれ、まさか……）

　出会ったきっかけのサークル活動で菜美子が渡した小石だった。

　海岸で拾った薄緑色の小石──キツネ石と呼ばれる、翡翠の偽物である。

　あまり知識のなかった菜美子は翡翠と思い込み弘人にプレゼントしたのだが、他のメンバーから偽物だと言われ、恥ずかしかった記憶がある。

　同じような石を何個か拾ったので、自分自身も会社のデスクで文鎮代わりに使っているのだが、まさか弘人も保管してくれているとは思わなかった。

（偽物の石をずっと大切にしてくれていたなんて！）

　弘人の意外すぎる行動に、菜美子はきゅんとした。

「おお～綺麗な色ですね！　そんな石があるんですね」

　営業部長も感心したように呟く。

「ああ、お守りみたいなものだよ。昔、妻が拾ってくれたんだ。宝石ではないけれど……これは僕の、宝物だ」

　そう言って弘人は、愛おしそうに目を細めたのだった。

　──その一部始終を、菜美子と真穂は静かに見守っていた。

　菜美子は唇を噛み締め、弘人の言葉を一つ一つ咀嚼する。

「なんだかめちゃくちゃ惚のろ気けてますけど……弘人さん、意外とロマンティックですよね」

　やや興奮気味の真穂が、菜美子の耳元で囁く。

「ええ、そうね」

　若かりし恋人時代を思い出し、菜美子は懐かしさを感じた。

　同時に、自分が知らない夫の新たな一面を垣間見て、嬉しいような寂しいような複雑な気持ちになる。

（弘人って、普段あんなことを考えていたんだ……。きちんと向き合うべきなのは、私の方なのかも）

　心の中に渦巻く感情の正体を上手く言い表せず、菜美子は戸惑ったのだった。

　その後、しばらくパーティ会場を散策して時間を潰すことにした。

　真穂をロビーに連れ出し、休憩スペースにあるソファに腰かける。ガラス張りのロビーからは日本庭園風の中庭が見える。日が落ちたとはいえ、白い砂利の敷き詰められた庭園には厳かな情緒があった。

「菜美子さん、どうしたんですか？　弘人さんの本音を知って、放心状態とか……？」

　ぼんやりと外を見つめていると、真穂が心配そうに顔を覗き込んできた。

　菜美子は慌てて取り繕う。

「ううん、何でもないわ。それより、そろそろ帰りましょうか」

「そうですね～。弘人さんの意外な本音は聞けたわけですし。成果はありましたよね！」

　二人が立ち上がった刹那、後ろからふたたび、よく知った声がした。
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「あれ？　菜美子さんとフードデリバリー事業部の刈田さんじゃないっすかー！　どうしてここに？」

　快活な営業・鈴木の声が、ロビーに響き渡る。

　いや、実際にはそこまでの大きさではないのだろうが、とにかく菜美子はギクリと肩を震わせた。

「あ、あら、皆様、ごきげんよう」

　弘人は菜美子と真穂に、不思議そうな視線を向けていた。

　無理もない。弘人にはあえて、このパーティに参加しないことを伝えていたのだから。社内の共有スケジュール表にも、そう入力されていた。

　茉莉花も少し、驚いた表情をしている。

「菜美子！　どうしてここに？」

「言い忘れていて……その……ごめんなさいっ。やっぱり行った方がいいかなって思い直したの。ほら、九階堂商会さんってうちの仕入れですごーくお世話になっているでしょう？　だから私も、直接、日頃の感謝とお祝いの気持ちを伝えたいと思って……」

　しどろもどろになりつつも、菜美子はそれなりに説得力のある答えを返した。

　額には冷や汗が浮かび、心臓の音がうるさいくらいに鳴っている。

「ハッ！　そうだったんっすね！　いや、わざわざありがとうございます！　菜美子さんにもご足労いただくなんて」

　鈴木は明るく言った。その様子を見て、菜美子はほっと胸を撫で下ろす。

　どうやら鈴木には、怪しまれずに済んだらしい。

（よかった……！　あ、でも弘人は……）

　弘人の目は、明らかに笑っていない。嘘を吐ついた妻を訝しむような表情だ。

（どうしよう。弘人になんとか説明しないと……でも、ここにはみんながいるし……）

　気まずい空気が流れる中、沈黙を破ったのは真穂だった。

「あ、あの、私たち、これから営業の打ち合わせがあるので失礼しますね！　萩園社長と菜美子さんは、ごゆっくり」

　真穂は慌てた様子でそう言うと、鈴木と茉莉花の背中を押すようにして会場の外に押し出した。自動ドアが閉まる瞬間に振り向いて、菜美子にウインクする。

（刈田さん……ありがとう……）

　弘人と菜美子が二人きりで話すべきだと察して、機転を利かせてくれたのだ。

「お、おつかれさまでした、皆さん」

　菜美子は出て行く三人の背中に別れの挨拶をした。

「……僕たちも、出ようか？」

　弘人の言葉に無言で頷き、菜美子も後に続く。

（弘人、何を考えているのかしら）

　建物の外に一歩出れば、冷たい夜風が頬を撫でた。

　パーティ会場はあんなに賑やかだったというのに、会場を一歩出れば辺りは暗く、人影はまばらだ。

　二人は建物入り口を出て、どこへ向かうともなく無言で歩く。

　タクシー乗り場を過ぎてしまえば、もう誰もいなかった。

（ど、どうしよう……弘人になんて言い訳をすればいいのよ）

　菜美子は今日ここにいるはずのない人間だ。

　弘人から見たら、菜美子の行動は不審極まりない。

「……ねえ、菜美子」

　先に口を開いたのは弘人だった。

　その声は、心なしか震えている。

「なあに？」

　菜美子は平静を装って返事をした。

　すると次の瞬間、ぐいっと腕を引っ張られる。

（え？）

　気づいたときにはもう、彼の腕の中にいた。

「何をしに来たんだ、菜美子？」

　耳元で囁かれた声は、切ない響きを持っていた。

　突然のことに、菜美子の胸は早鐘を打つ。

「……ちょっと！」

　慌てて身をよじり、抵抗しようとするが、強い力で抱きしめられていて、身動きができない。

「もしかして、僕を監視して、会話を盗み聞きしていたのか……」

　首筋に吐息がかかる。くすぐったさに身をよじると、今度は頬に口づけられた。

　人目を憚はばからない親密な触れ合いに、顔が熱くなる。

「そ、そんなわけないでしょう！　それにあれは偶然で……」

　言い訳をする間もなく、唇を塞がれてしまう。

「んっ……！」

　熱い舌が口内に侵入してくると、あっという間に舌を絡め取られた。

　久しぶりのキスは情熱的で、息もできないくらい激しいものだった。

　──頭が、くらくらする。

　全身の力が抜けて崩れ落ちそうになるところを、なんとか踏みとどまった。

「んむっ、んんっ！」

　ようやく唇が解放される頃には、菜美子の顔は真っ赤に上気していた。

「弘人、な、何をいきなり……」

　潤んだ瞳で睨みつけても、夫は怯む様子もない。

　弘人はそのまま耳元に唇を寄せてきたかと思うと、熱っぽい声で囁いた。

「今夜、僕のホテルに来ないか」

「……え？」

　一瞬何を言われたのか分からなかった。

　戸惑いながら弘人の顔を見上げると、彼は真剣な表情をしている。

　その瞳の奥に情欲の色が見え隠れしていることに気づいて、ドキリとした。

「幸運にも、シングルが空いていなくてツインルームを予約してあるんだ。市内で有名なアーティストのライブがあるらしくて、シングルはどこもいっぱいで……だから、君も泊まれるだろう。ビジネスホテルだけどね」

　ホテルの名を聞いて、思わず胸がときめいた。菜美子の宿泊先と同じホテルである。

　近隣のビジネスホテルが空いておらずそこにしたのだが、まさか弘人も一緒だったとは。

　それなら、彼の部屋に行っても、さほど問題はないと思われる。

（でも、出張で来たのに……？）

　まさか、今から抱かれるのだろうか？

　そんな考えが脳裏をよぎった瞬間、身体が熱くなったような気がした。

　下腹部の奥がきゅんと疼く。

（どうしよう……）

　今は話し合わないといけないのに、本能が弘人を受け入れろと叫んでいる。

（ダメよ！　浮気の真偽を確かめに来たんだから。こんな風に流されて、うやむやになってしまったら元も子もないわ）

　夫の腕に抱かれたまま葛藤していた菜美子だが、最後は観念することになった。
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「菜美子、改めて訊くけれど……君はどうして、このパーティに来た？」

　ホテルの部屋に入ってすぐ、弘人は菜美子を詰問する。

　壁際に追い立てられ、顔の脇に手を突かれると、彼の厳しい顔が近づいてきて、ドキドキした。

「た、たまたま都合がついたから……」

　嫌な汗がこめかみをつたう。

「でも、来ないって言っていただろう？」

「だから……急に気が変わったのよ！　九階堂商会さんにはお世話になっているから、挨拶しなきゃと思って……」

　苦し紛れの言い訳だと思う。

　しかし、他にはどうにも説明がつかない。

　今日、来る予定がなかったのは事実なのだから。

（まずいわね……想定外の、最悪の事態！）

　すると突然、彼が深い溜め息を吐く。

　驚いて見上げると、そこには呆れたような表情があった。

「菜美子って、本当に嘘を吐くのが下手だな」

「えっ……？」

　心の内を言い当てられた気がして、菜美子はヒヤリと肝が冷える。

　弘人には全てお見通しだったのか。

「本当は、僕の仕事ぶりが気になって来たのだろう？」

　弘人は菜美子に顔を近づけると、眉根を寄せて言った。

「……ええ？」

　思わぬ展開に、菜美子は戸惑い、視線を上げる。

「僕がちゃんと仕事できているか気になって……それでこっそり尾行したんじゃないか？　……違う？」

　弘人の話は、菜美子の予想を裏切る方向で進んでいく。

　彼は昔からこうなのだ。まっすぐで、純粋で、こんな風にいつでも、菜美子を信頼してくれる。

「弘人ったら、純粋なんだから。……ごめんなさい、違うの」

　罪悪感が押し寄せて、菜美子は視線を落とし、謝った。

「え、そうなの？」

　弘人はきょとんとした表情になり、目をパチパチさせた。

「ええ……」

　菜美子は俯いて黙り込む。

　これ以上の嘘を重ねたくはないが、なんと説明したら弘人に理解してもらえるかが分からないのだ。

　沈黙を破ったのは、またしても弘人だった。

「僕は別に、怒ってないよ。ただ、来ないって嘘を吐いてまで来てくれた理由が知りたいだけさ」

　そう言って、優しく髪を撫でてくれる。

　申し訳なさが、菜美子の中でますます膨らんでいく。

「夫婦なのに信頼できないのは嫌だから、正直に話すね。私が嘘を吐いた理由は……」

「うん？」

「弘人が……あの、豪徳寺茉莉花さんって人と浮気しているんじゃないか、心配だったの……」

　消え入りそうな声で言うと、弘人の顔がみるみる赤く染まっていくのが分かった。

「豪徳寺さんと僕が？　そんなこと、あるわけがないよ！」

　弘人は思春期の少年のように、恥ずかしそうな表情になる。

「わ、分かってるわ！　でも、私より綺麗で大人っぽくて、仕事でも信頼されているみたいだし……勝ち目ないって思ったら不安になっちゃって……」

　正直に打ち明けると、弘人はきょとんと目を丸くした後、笑い始めた。

「あははっ、そうか！　そういうことか！」

　ひとしきり笑った後、弘人は優しい眼差しでこちらを見つめてくる。

　その表情はとても穏やかで、怒っているわけではないことが伝わってきた。

「僕は菜美子しか見てないよ。ずっと昔からね」

　チュッと音を立てて唇にキスをされる。それだけで全身が蕩けてしまいそうだった。

　しかし──菜美子は自分自身奮い立たせる。

「じゃ、じゃあ、なんで抱いてくれないの？」

「……え？」

　弘人は意外だという顔をした。菜美子は続ける。

「私はあなたの妻なんだよ？　あなたに触れてほしいし……愛してほしいの！　弘人のことが好きだから……私は、セックスレスの人生が耐えられないの！」

　やや語気を荒くして、本音を吐露した。頬がカァッと赤くなる。

（つ、ついに言っちゃった……って、あれ？）

　恥ずかしさを堪えて告げたが──反応がない。恐る恐る弘人の顔を見ると、視線がかち合う。菜美子の言葉と視線を受けて、彼はハッと我に返ったようだった。

「ご、ごめん。そういえば最近はご無沙汰だったもんな……。仕事が忙しくてそれどころじゃなかったんだ。僕の方こそごめん」

　申し訳なさそうな顔をして謝ってくる。その表情を見ていると、何も言えなくなってしまう菜美子だった。

「僕も、菜美子を抱きたいと思っていた。……菜美子、愛してるよ」

　弘人は優しい眼差しで、菜美子に甘く囁きかける。

（弘人がこんなことを言ってくれるなんて）

　ストレートな愛の言葉が嬉しくて、涙が出そうになった。

「私も……好きよ」

　素直に気持ちを伝えると、ぎゅっと抱きしめられる。洋服越しに彼の体温を感じるだけで幸せだった。

　それから二人はベッドに移動して、抱き合いながら横になった。

「いいか、菜美子？　君が望んでくれるなら……僕はもう、遠慮しないからね」

「ええ、もちろん」

　弘人は自らの服を脱ぐと、菜美子の服もゆっくり丁寧に脱がせていく。

（ああ、いよいよなのね）

　下着姿になると、弘人がゴクリと喉を鳴らすのが分かった。

「菜美子……」

　視線が絡み合うと、どちらからともなく唇を重ねる。

「……んっ！」

　舌を吸われると、湿った粘膜の悦楽が、菜美子の身体の芯を揺さぶった。

「可愛い声だね。もっと聞かせて」

　いったん唇が離れ、今度は耳たぶを舐められれば、当たり前のように甘い声が出る。

「んっ、はぁ……あっ……ん、っ！」

「菜美子はどこも可愛い……愛しているよ」

　艶めいた声で囁くと、弘人の唇は、そのまま徐々に下がっていった。

「あぁっ……あんっ、や、やぁっ」

　首筋、鎖骨へと順に口づけられるたび、身体が熱を帯びていく。

　やがてブラジャーのホックが外されると、形のよい乳房が現れた。

　先端はすでに固く尖っていて、ピンと存在を主張している。

「美味しそうだ……いただきます」

　ぱくりと乳首を口に含まれた瞬間、雷に打たれたような快感が走った。

　舌先で転がされたり甘噛みされたりすると、さらに強い刺激を求めて身体が跳ねる。

「やっ、あぁんっ……ぁっ……ああっ！」

　もう片方の乳首も指で弄られ、同時に与えられる快楽に翻弄された。

　乳輪に沿って円を描くように撫で回され、かと思えば指先で摘まれ、ピンッと弾かれる。

　両方の胸を同時に責められれば、否応なく感じてしまう。

（弘人、どうしたっていうの？　いきなり、こんなに気持ちよくされたら私……）

　無意識のうちに太ももを擦り合わせていると、彼の手が伸びてきてショーツの中に侵入してきた。

　割れ目をなぞるように指が動くと、くちゅりという水音が響く。

　すでにそこは愛液で濡れそぼっていた。

「もうこんなに濡れてるじゃないか……。いやらしい奥さんだな」

　興奮した様子で、弘人は菜美子を煽った。彼の瞳には、欲望の炎が燃えている。

「ご、ごめんなさ……ひぅっ！」

　言い終わる前にクリトリスを摘まれてしまい、甲高い声が出た。

　そのまま指先で擦られれば、強烈な心地よさに身悶える。

「あふっ……だめぇっ！　いきなりそんなにしちゃ……ぁあっ！」

　刺激から逃れようと腰を引くが、すぐに引き戻された。

　それどころか、脚を大きく開かされて固定されてしまう。

　これでは身動きが取れず、ひたすら耐えるしかない。

「ああっ、んっ！　そ、そこばっかり、しないでぇ！」

「どうして逃げようとするんだ？　ここを弄られるのが好きで、こうしてほしかったんだろう？」

　意地悪な笑みをたたえながら、弘人は執拗にそこばかりを責め立てた。花弁を指先で弄ぶようなもどかしい動きをしたかと思えば、花芯を二本の指で挟まれ、ゆすられる。

「ううっ……そう、だけどぉ」

　濡れた視線が菜美子を捉え、熱い吐息が耳たぶにかかる。

（気持ちいい……それに、弘人もエッチに前向きなんだ）

　頭が真っ白になりそうなほどの快感に、菜美子は喘ぎ続けた。

「んんっ……す、すきぃっ……でもっ、こんなにされたら、おかしくなっちゃうっ……！」

　断続的な刺激に、菜美子は涙目になっていた。それでも容赦なく責められて、ついに限界が訪れる。

　ぐにっと弘人が花芯を押すと、気をやってしまいそうなほどの快感が襲ってきたのだ。

「あぁっ……だめぇっ、イクッ！　イッちゃうよおぉぉっ!!」

　とうとう菜美子は、ビクンッと大きく背中を反らせながら達してしまった。

（ああ、すごい……私、イッちゃったんだ）

　玉のような汗が白い肌をつたい、菜美子はハァハァと肩を動かし呼吸する。

　妻の艶めかしい反応に、弘人も興奮を増したようだった。

「菜美子……次は、僕も気持ちよくさせて？」

　そう言うと、菜美子はベッドの上で四つん這いの体勢を取らされる。

　背後に回った弘人が、秘裂を撫で回した。

「……うん。早く挿れて、お願いだから」

　ずっと願っていた夫との交わりが、いよいよ実現するのだ。

　これから訪れるであろう衝撃を想像し、期待で身体が震える。

「……その前に。久しぶりだから、もう少しココをほぐそうか」

　弘人は秘裂をそっとなぞり、蜜壺へ指を一本挿れてきた。

　そしてゆっくりと出し入れを始める。

「んんっ……ふぁぁっ」

　浅いところを擦ったり、ぐるりと掻き回したりしてくるので、もどかしい気持ちになった。

　菜美子の弱点を知り尽くした弘人は、的確にポイントを突いてくるのだ。

「ふぁっ……やぁっ……！　こんなんじゃ足りないよぉ」

　思わず自分から腰を動かしてしまうほど、切羽詰まっていた。

　だが、弘人は一向に指の動きを速めてくれない。わざと緩慢にしている気配さえあった。

（もう我慢できない……早く欲しいのに！）

　そんなことを考えているうちに、指を二本に増やされる。

「あっ……あああっ……！　早くぅ！」

　膣内を掻き回す水音が激しくなる。それと同時に、さらなる快感が押し寄せてきた。

「すごいね……どんどん溢れてくるよ」

　ぐちゅっぬちゅっと淫靡な音を立てながら、膣壁を擦られる。そのたびに、子宮の奥から甘い疼きが生まれていった。

　いつの間にか、蜜壺からこぼれた愛液が太ももをつたって、シーツに染みを作っている。

（こんなの駄目よ……またイッちゃって、変になっちゃう）

　もう我慢できなかった。

「お願っ……早くっ、あなたのモノを挿れて、イかせてぇっ！」

　腰を振り乱しながら懇願する。

　自分が何を言っているのかも分からないくらいに、理性が溶けていた。

「いいよ、じゃあそろそろ、たっぷり我慢できたご褒美をあげないとね」

　カチャカチャ、という金属音が背後から響く。弘人がベルトを外しているのだ。

（ああ、ようやく一つになれる）

　もう待ちきれないとばかりに、菜美子は自らお尻を揺らめかせた。

「菜美子、愛してるよ」

　背後から覆いかぶさるように抱きしめられて、耳元で甘く囁かれる。

　愛の言葉に胸が高鳴ると同時に、子宮の奥は男を求めて収縮した。

　次の瞬間、一気に奥まで貫かれる。待ち望んでいた質量に満たされて幸福感に包まれる。

「ああぁぁっ！　お腹の中いっぱいになってるぅ……！」

「菜美子の中、めちゃくちゃ熱くて、溶けてしまいそうだ」

　弘人は肉茎で膣を探るように動かす。

　それだけで菜美子の奥に眠る快感が引き出されていく。

（こんな淫らな姿を見せるのは彼に対してだけ……そう思うとすごく興奮する）

　夫のモノを締めつけながら悦びに浸っていると、ゆっくりとピストン運動が始まった。

　最初はゆっくりだった動きも、菜美子の反応に合わせ少しずつ速くなる。

　パンッパンッという肌を打つ音が、規則的に室内に響いた。

「あっ、あぁっ、すごい……！　気持ちいいよぉ！」

　激しいピストン運動に合わせて、自然と声が漏れ出してしまう。

　蜜口から溢れた愛液が飛び散り、シーツを濡らしていく。

（ああっ、こんなにいやらしいことを……私……）

　まるで粗相をしているかのような光景を見て興奮し、ますます蜜壺の奥深くまで肉棒を咥え込んでしまう。

　弘人のものが出入りするたびに内壁が強く擦れて、たまらないほどの快感に襲われる。

「きつくて気持ちいい……！　菜美子、そんなに僕のモノが欲しかったのか？」

　意地悪な質問を投げかけられて顔が熱くなるのを感じた。

　それでも身体は正直で、無意識に腰をくねらせてしまう。

「んっ、あっ、ああっ……当たり前だよ。欲しいっ……もっと奥まで、いっぱい、弘人が欲しいのおっ……！」

　恍惚の表情を浮かべながら喘ぐ姿は淫乱そのものだった。

　普段の菜美子からは想像もできない乱れっぷりだ。

　そんな妻に、弘人は満足げに微笑みかける。

「いい子だね、菜美子」

　甘い言葉を聞いた瞬間、胸がドキンと高鳴る。

　彼に褒められるのは嬉しいし心地いいけれど、どこか気恥ずかしい気持ちになるのだ。

　きっとそれは、彼が自分の最愛の夫だからだろう。

「ああぁん、深いぃぃっ！　そんなにされたら……またイっちゃうぅぅぅ！」

　絶頂が近いのか、弘人の動きはどんどん速くなっていく。

　菜美子もまた、迫り来る大きな波を感じていた。

「いいよ、一緒にイこう」

　弘人はそう言って、菜美子の一番感じる部分を狙って突き上げてきた。

　彼も限界が近いようで、熱っぽく息をつかせている。

　薄暗い室内に破裂音が響き渡り、秘所からは泡立った愛蜜が溢れ出していた。

「くぅっ……僕ももう駄目だ……イくよ」

「ああぁっ！　私もぉっ！　イっちゃう！　ああぁぁ──っ！」

　ひときわ大きな嬌声を上げながら絶頂に達すると同時に、熱い飛沫が最奥をめがけて放たれた。

　肉壁が、ドクドクと脈打つ夫のモノを締め上げて、精を搾りとっていく。

（ああ、気持ちよかった……）

　お腹の中にじんわりと広がっていく温かさを感じながら、菜美子は大きく息を吐く。

　ずるりと引き抜かれた後も悦楽は続いていて、ピクンピクンッと下肢を震わせた。

　ポカリと開いた蜜口からは、交接の残滓が流れ出てくる。

「はぁ、はぁ……」

　脱力してベッドの上にへたり込み、肩で息をしながら余韻に浸る菜美子の頭を、弘人は優しく撫でてくれる。

　それが心地よくて彼の方を向き、目を細めると、触れるだけのキスをしてくれた。

　夫の仕草が愛しくて、菜美子は強く強く抱きしめたのだった。
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　翌朝──菜美子はホテルのレストランで朝食を取っていた。隣には、普段着に着替えた夫が座っている。

　朝日の眩しい窓際の席には、丸いテーブルを囲うように背の高いソファが置かれている。

　ブースのようになっているため、二人は他の客やスタッフの視線を気にすることなく、ビュッフェスタイルの食事を楽しんでいた。

（私ったら、あんなに乱れて）

　昨夜の出来事を思い出して顔を赤らめていると、弘人は言った。

「ところで菜美子はさ。そもそもどうして……僕を疑っていたんだい？」

「えっ!?」

　いきなり核心を突かれて動揺する。まさか本当のことなど言えるはずもない。

　疑惑を持ったきっかけは真穂から見せられた写真だが、よくよく考えれば弘人と茉莉花は普通に仕事をしていただけだろう。

「えっと……仲良しの社員に相談していたら、そう思い込んでしまって……」

　ここで真穂のことを話題に出したら、彼女が社内で居心地が悪くなるかもしれない。菜美子はとっさに取り繕った。

「ふうん、なるほどね」

　弘人は納得しているような口ぶりで、それ以上深くは訊いてこなかった。

「あのさ、弘人……昨日のことだけれど……どうして最近、私を抱いてくれなくなっちゃったの？」

　菜美子は夫の本音に迫る質問をした。熱い一夜を過ごしたことで、勇気が持てたのだ。

「えっ、菜美子？　朝からそんな質問、する？」

　弘人はフォークを止め、赤面した。彼には意外とピュアな一面がある。

「気になるよ！　私、それでずっと悩んでいるんだもん！」

「そ、そうだな……。といっても、何かはっきりとしたものはないんだよな。強いて挙げるとすれば、仕事が忙しいこととか。時々そういう気分になることはあったけれど、だいたい菜美子は疲れて寝てるってパターンだった」

　弘人は頭を掻きながら、照れ笑いを浮かべた。

「そ、それだけ……？　私、自分に魅力がないのかな、とか、他に好きな女性がいるのかなとか、いろいろと疑ってしまっていたんだよ。……仕事にかまけて、コミュニケーション不足だったのがいけなかったわけね。ごめんなさい」

「うん。……僕もごめん」

　思えば弘人は仕事に一途だ。だから彼の話す理由は理解できる。

（最初から、きちんと相談していればよかったんだわ。やだ、私、なんてことを……）

　これ以上ボロが出ないうちに切り上げたいと思い、話題を変えた。

「ねぇ、弘人。社員旅行を企画してみない？」

「え？」

　突然の申し出に驚いたのか、弘人の手が止まる。

　しかし構わず続けた。

「私ね、今の仕事に就いてから毎日忙しくて……あまり思い出を作っていない気がするの」

　これは本当だ。特に入社したばかりの頃なんて覚えることばかりで余裕がなかった。

　プライベートの時間もなかったように思う。

「もちろん仕事にやりがいを感じていたし、不満はなかったけれど……たまにはこういう機会があってもいいんじゃないかなと思って」

　会社のイベントなら、社員の絆も深まるし、弘人の職場での姿が分かって、より夫婦仲がよくなるかもしれない。そう思ったらワクワクした。

「どうかしら？」

　上目遣いに尋ねる菜美子に向かって、弘人は瞳を輝かせ、大きく頷いた。

「なるほど！　いいね。どこがいいかなぁ」

「うちの部署の刈田真穂さんがね、温泉地を勧めてくれていたの。調べてみようかなって。どう？」

「そうなの？　じゃあ、お任せするよ。……楽しみにしてる」

　こうして社員旅行の企画が決定したのである。

　旅行自体、二人にとっては久しぶりだ。

　その楽しさに思いを馳せながら、菜美子は微笑んだ。
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　とんとん拍子に話が進んで、数ヶ月後。

　ボナクエストコーポレーションでは、一泊二日の社員旅行をすることになった。

　創業からまだ日が浅いため、初めての企画だ。中心となったのは真穂で、彼女はこのタスクを通じて弘人の下で働く鈴木とも懇意になったようである。

　会社が費用を補助して実施する旅行ということもあり、社員たちは期待に胸を膨らませていた。

　オフィスと異なり皆カジュアルな服装をドレスコードと決めたのも新鮮である。

　弘人と菜美子も荷物はリュックにまとめ、パーカーとジーンズにスニーカーという出で立ちで参加した。

　温泉地となっている小さな村に、新幹線と在来線を乗り継いで入る。

　辿り着いた先は、静かな山奥の集落にある温泉旅館だった。

　チェックインを済ませると、近くを散策しつつ昼食を予約したレストランへ向かう。

　地元の酒蔵の日本酒を味わえる日本料理の店だ。

　ここも真穂がクチコミを調べて見つけてきた店である。

（うわぁ、いい感じね）

　五十人ほどが入る大きめの個室がボナクエストの貸し切りになっており、細長いテーブルに社員がずらりと座った。部屋の片側は天井から床近くまで大きな窓になっている。

　ガラス張りの店内から温泉地が見渡せるロケーションは絶景だった。

　建物内にはフレンチレストランやチャペルも併設されていて、結婚式場としても人気があるらしい。

　上座に当たる席に弘人と菜美子が並ぶよう案内され、弘人が立ち上がって挨拶をする。

「え～っと、皆さん、いつもありがとうございます。我がボナクエストも社員の皆さんのおかげで年々事業を拡大し……って、なんだか説教くさいですね。……こんなときくらい、ハメを外して昼間から呑みましょう！　では、乾杯！」

　ややたどたどしい弘人の乾杯の合図で、宴会が始まった。

「このお酒、美味しいね」

　酒蔵で造られている日本酒は、適度な甘みが舌に感じられる。

　昼間から酒を呑むことの罪悪感は少しあるが、逆に特別な感じがして楽しい。

　食事もジビエや山菜が取り入れられた懐石料理で、これもまた珍しく、絶品だった。

「うん、そうだね」

　二人は食事に舌鼓を打ちながら、会話をする。

「私、こういう雰囲気って好きよ。風景は最高、なのに静かで、不思議と落ち着く」

「僕もだよ。刈田さんはセンスがいいね」

　真穂はといえば、鈴木と同じテーブルで、たいそう盛り上がっていた。

　地酒の呑み比べセットを頼んだようで、まだ昼だというのにすでに出来上がっている。

（刈田さん、アルコールにめっぽう強いって聞いてたけれど、楽しそうで何より）

　菜美子との買い物の際には言っていなかったが、美味しい地酒が呑めることもこの温泉地を選んだ理由らしかった。

　──と、そのとき、弘人の手が菜美子の手に重ねられた。

「え？」

　他の社員からは見えない角度だが、それだけにドキドキする。

　視線を上げれば、弘人の熱っぽい視線とかち合った。

（弘人がこんなことするなんて、以前だったら考えられなかったわ）

　手を握られたまま食事をしていると、今度は指を撫でられて、変な声が出そうになる。

「どうしたの？　顔が赤いけど……」

「ううん、なんでもないわ」

　耳元で囁かれれば、二人きりでいるような甘い空気を感じて、落ち着かない。

（あの日以来、弘人ってこういうことをするようになったわよね）

　出張の夜に誤解が解けて以降、弘人は意識的にスキンシップを取ってくるようになった。

　嬉しいのだが、以前までの彼と違う態度に、まだ少しだけ慣れない。

　とはいえ、この親密さは自分で望んだものだ。全く贅沢な悩みである。

（でもなんていうか、人前では照れるのよね……）

　今日は社内の人間が周りにいるのだからなおさらだ。

　それでも弘人は素知らぬ顔で、菜美子の手を握っている。

　食事と酒が進み、社員たちは和やかなムードだった。

　旅行自体に懐疑的だった一部社員も、実際に来てみれば思い出をたくさん作れて、相互理解も進んだようだ。

（ああ、よかった。これで来週からの仕事も頑張れそう）

　菜美子もほっと胸を撫で下ろす。

　弘人に視線を移すと、彼も安堵の表情を浮かべていた。
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「はい、皆さんお立ち会い～！　実は本日、弘人さんと菜美子さんにとっておきの企画を用意しました！」

　営業部の鈴木が声を張り上げたのは、ランチを終えて社員たちが立ち上がった矢先だった。

「……企画？　何かしら？」

　今日はこの後、思い思いに散策をする予定だ。

　集落内には寺社仏閣や薔薇園などの観光名所の他、数カ所、足湯を楽しめる場所があるのだ。道中には地酒や漬物、ジェラートのお店もある。

　さらに、ちょうど紅葉も見頃だった。冷涼なこの地方では遅咲きの秋薔薇と紅葉が一度に楽しめるらしい。

　自然に触れ、スタンプラリーと買い物をしながら足湯を楽しめば、自然とリラックスできるだろう。

　適度の運動で心地よい疲れが溜まれば、夜に予定している宴会も楽しいはずだ。

　──しかし、その前に、どうやら社内のメンバーで何かを企画してくれていたとは。

　観光しながら楽しめるクイズやミニゲームだろうか。

　思わぬ展開に、菜美子はワクワクした。

（私たちより、みんなの方が一枚上手だったということね）

　キョロキョロと辺りを見渡す。二人以外はみんな、これから何が起こるのか知っている様子だ。

「菜美子さ～ん！　こちらを見てください！　これですよ、これ！」

　真穂が指し示したのは、レストランの向かいにある、ガラス張りのチャペルだった。

　レストランの入る建物を一部改装して造られたらしい。

　両脇は木のベンチで、真ん中にレッドカーペット。その先には、愛を誓う台がある。

　奥の大きなガラス窓の向こうには、豊かな自然が見渡せた。山の中腹にあるガラス張りのチャペルは、まるで空に浮かんでいるかのようだ。一面に広がる町並みや紅葉は、まさに絶景。赤や黄色やオレンジの色とりどりの葉が、午後の陽光を受けて輝いていた。

「結婚式……まさか！」

「そう、そのまさかです。弘人さんと菜美子さんに、社員たちから結婚式をプレゼントします」

　ジャーン、と大きく手を広げ、真穂は微笑んだ。すでにアルコールが入っているだけに頬は赤いが、その分、上機嫌である。

　若くして起業し同時期に入籍したため結婚式を挙げていないということは、二人のエピソードとして折に触れ語ってきた。

（苦労した思い出って感じで話してきたけれど、みんな覚えていてくれたのね！）

　社員たちの心遣いに、菜美子は目頭が熱くなる。

　他の社員数人が、結婚式の衣装を纏ったマネキンを運んでくる。

　光沢のある白いマーメイドラインのドレスと、同じく白いタキシード。それらは菜美子と弘人が身に着けたことのないものだ。

「結婚式……それを着て、ということ？」

「ご想像の通りですよっ、菜美子さん！」

　社員たちに促され、菜美子と弘人はそれぞれ控え室で着替えた。

　着付けやヘアメイクのスタッフもあらかじめスタンバイしていたようで、準備はあっという間に終わったのだった。

　弘人と菜美子は、二人並んで大きな姿見の前に立つ。

「わぁ……」

　鏡に映る自分の姿を見た途端、菜美子は感嘆の声を上げた。

　純白の衣装に身を包むと、まるでウェディングドレスのモデルになったような気分になる。

「素敵ですね！」

　スタッフの女性からも賞賛された。

「ありがとうございます……。でも私がこんな華やかな衣装を着て、いいのかしら？」

「あら、ドレスのラインがスタイルを引き立てていて、とてもお似合いでいらっしゃいますよ」

「そうですよ、菜美子さん。実はこのドレスとタキシード、私が選んだんです。ぴったりしたシルエットにビーズがちりばめられて光るところが、菜美子さんにお似合いかなと思って。タキシードの光沢がある生地も、上品で弘人さんにぴったりです」

　真穂が横から解説した。

（こんなに真剣に、みんなで準備してくれていたのね）

　社員たちの心配りに、菜美子の胸も熱くなる。

「綺麗だよ。すごく似合ってる。……そろそろチャペルに行こうか？」

　隣に立つ弘人が、彼女の肩を抱く。

　晴れ姿の彼は、いつもよりずっと格好よく見えた。

「うふふっ。ありがとう、弘人」

　菜美子も微笑み返す。

　そして、二人で腕を組み、ゆっくりと歩き出したのだった。

　チャペルの中は、大きな窓から差し込む光に包まれている。

「それでは、これよりお二人に誓いを立てていただきます」

　司会役である鈴木の声が響き渡り、拍手が起こった。

「萩園弘人さん、あなたは、病めるときも、健やかなるときも、悲しいときも、嬉しいときも、そしてその他のどんなときも……妻の菜美子さんを愛し、ともに助け合って生きていくことを誓いますか？」

「はい、誓います」

　弘人は大きく頷く。

「では萩園菜美子さん、あなたはどうですか？」

「もちろん、誓います」

　菜美子もきっぱりと答えた。

（だって私は、弘人の妻なのだから）

　すると、弘人は目を細め、柔らかい表情になる。

　二人の言葉を確かめると、司会役は言葉を続けた。

「では、誓いのキスをしてください」

　映画やドラマで見る、結婚式の定番シーンである。

　だが──。

「……キス？」

　菜美子は目をしばたたかせた。社員たちの目の前だ。

　口づけをするのは、やはり照れる。

　しかし弘人はといえば、そんな気持ちなど微塵も感じさせないほど堂々としていた。

（えっ？　弘人、本当に私たち、今……キスするの？）

　腰をかがめて顔を近づけてきたかと思うと、唇にほんの少し、触れるだけのキスをする。

　チュッという優しい音がして、弘人の温もりが一瞬だけ、菜美子に伝わった。

（ほ、本当にしちゃった……！）

　菜美子の頬が、カァッと赤くなる。

「……これでいいのかな？」

　照れ隠しに笑いながら、弘人はぐるりと辺りを見渡して訊ねた。

「はい。これで、結婚式は終了です！　お二人とも、本当におめでとうございます！」

　司会が答えると拍手が起こり、社員たちから祝福の言葉をかけられる。

　──二人の結婚式は、こうして大盛況の内に幕を下ろしたのだった。

　式の後は、社員とともに記念写真を撮った。

　菜美子と弘人のツーショット写真や、社員たちとの集合写真である。

　ガラス窓の向こうから夕日が差し込んできて、二人を黄金色に包んだ。まるで絵画のように美しい瞬間だった。

「みんな、ありがとう」

　感激のあまり涙ぐむ菜美子に、真穂が優しく声をかける。

「菜美子さん！　喜んでくださって何よりです。私たちも企画した甲斐がありました」

「そうですよ。弘人さんと菜美子さんの晴れ姿は、社員みんなが見てみたかったんです」

　真穂の脇から、鈴木も言葉を添える。

　二人の間には親密な空気が漂っていた。どうやら、今回の企画を通じて男女の仲になったようである。

　菜美子たちは最高の気分で、チャペルを後にした。
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　宿泊予定の温泉旅館にふたたび戻ったのは、日が沈んだ頃合いだった。

　ここでも社員たちの計らいで、弘人と菜美子には露天風呂つきの部屋が用意されていた。

　新婚旅行気分を味わってほしいから、ということである。

（こんなにしてもらっちゃって、いいのかな……。でも、正直なところ嬉しい）

　結婚式や新婚旅行をしていないことは、職場のメンバーにも周知の事実。

　若くして入籍した本人たちはそれも至極当然と思っていたが、こうして経験してみると、やはり喜ばしいものだ。

　その夜は広い畳敷きの宴会場で、盛大な宴会が催された。

「菜美子さん、弘人さん、お幸せに！」

「お二人とも、末永くお幸せに！」

　乾杯の音頭は、真穂が取った。

　社員たちは、口々にお祝いの言葉を述べる。

「みんな、今日はどうもありがとう。こんなに素敵な式を挙げてもらえるなんて、思ってもみなかったわ」

　菜美子は、しみじみと感謝の気持ちを伝えた。

「僕にとっても……今日は人生最高の日になった。皆さん、ありがとう」

　弘人も礼儀正しく頭を下げる。

　二人の言葉を受けるように、真穂が続けた。

「お二人の幸せを祈って、もう一度乾杯しましょう！」

　冷たいビールの注がれたグラスが、カチン、と小気味よい音を立てる。

　楽しい宴会の始まりだ。

　地元の食材を使った鍋料理の他、豆腐や蕎麦を現代風にアレンジしたメニューもあり、社員たちは酒を呑みながら舌鼓を打った。

（珍しいものばかりで、どれも美味しいわ）

　菜美子も弘人も、心からこの時間を楽しんでいた。

　やがて、料理が一通り出尽くすと、流れでそのままカラオケ大会となる。

　宴会場の隅に設置された昔ながらのカラオケ装置に、若い社員たちは興味津々だ。

　男性社員を中心に、昭和の懐メロをリクエストして歌っていく。

「こういうレトロな機械って、温泉旅館ならではだよね」

「うんうん、たしかに！　みんな盛り上がっているねぇ」

　弘人と菜美子は頷き合いながらビールを呑む。

　ぐるりと見渡せば、社員たちは普段仕事で接しないメンバーでの交流も進んでいるようだ。

　二人はそれを見てほっとする。

　日々業務に追われる中では、お互いがどんな人間なのか知る機会はそれほどない。

　業務から完全に離れた場所で楽しむ経験は、きっと社員たちの絆を深めるだろう。

　そんな風に思いながら、酒を呑み進めていく菜美子だった。

「え～、宴もたけなわでありますね、皆さん。さてここで、本日の主役であります、萩園弘人さん、菜美子さんのご両人に、歌を披露していただきたいと思います！」

　真穂がマイクを持って宣言する。

（え？　私たちが？）

　菜美子は一瞬戸惑ったものの、ここは流れに乗っておくことにした。

　せっかく用意してくれた場なのだ。盛り上げたいという気持ちもある。

　それに何より、隣で弘人が微笑んでいるのを見てしまえば、むげに断れないではないか。

「じゃあ、歌おっか」

　菜美子は弘人に目配せすると、なんとなくテレビで耳にしたことのある有名なデュエットソングを選んだ。

　流れ始めたイントロに合わせてマイクを口元に持っていき、二人は歌い始める。

（弘人も意外と乗り気？）

　視線の先にいる弘人も、まんざらでもないといった調子で歌っていた。

　最初は緊張した菜美子だが、だんだんと楽しくなってくる。

（みんなが喜んでくれているならよかった……）

　二人の〝共演〟には社員たちの喝采が寄せられたのだった。

　弘人と菜美子が歌った後は、元合唱部の社員が自慢の歌を披露する。

　宴会場の盛り上がりは最高潮に達し、和気あいあいと酒を呑み交わしていた。

（社員旅行、大成功ね）

　酔いが回ってしまい、先に場を辞する社員もちらほらいた。

（もう、私もさすがに限界かも）

　賑やかな雰囲気の中、菜美子は弘人の袖を引いて合図し、自室へ戻ることにしたのだった。
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　浴衣姿で廊下を歩き、最上階の奥まった部屋に辿り着くと、どこか非日常的な気分になる。

「素敵なお部屋だよね」

　二人が宿泊するのは、露天風呂つきの特別な部屋だ。

　手前の和室には座卓が置かれ、お酒を呑んだりくつろいだりできる。

　奥の和室にはふかふかの布団が敷かれていた。

　さらに向こう、窓際には、シャワールームと露天風呂がある。

「とりあえず、もう少しだけ呑むか」

　弘人は夕食時に旅館のスタッフから勧められた日本酒を手に微笑んだ。

　手塩にかけて造られた酒蔵の日本酒は、果実のようなフルーティさと米ならではのまろやかさがあり美味しい。

　菜美子はちびちびと舐める程度に留めたが、弘人は二人きりの開放感からか、上機嫌で杯を重ねていく。

「はぁ～、もう最高！」

　ほんのり赤らんだ頬で、菜美子は微笑む。

「うん、最高だ！」

　隣に座る弘人も、ほろ酔い加減で答える。リラックスした彼は、普段よりも饒舌になっていた。

「ねえ、私たちってさ、入籍七年でようやく結婚式を挙げたのよね？」

「ああ、そうだね」

「なんだかまだ信じられないわ。夢みたい」

　若い時分に憧れたものの、叶えられなかった願いである。

　経済的に余裕ができてからは何度かやってみようと思ったものの、いまさら気恥ずかしいという思いが先立って、実現することはなかったのだ。

　真穂を中心とする社員の企画で叶ったのは、僥ぎょう倖こうという他ない。

「うん。まさか、あんなに素晴らしい結婚式を企画してくれているなんてな」

　弘人は今日の思い出を噛み締めるように、うんうんと頷く。

「結婚式って、やっぱり特別なものなんだねぇ」

　思えば二人は若くして親の反対を押し切って結婚したため、認められようとがむしゃらに仕事に打ち込む日々を送っていたのだ。

　そのせいで、家庭における日々の幸せをないがしろにしてしまっていた。

「僕もそう思った。結婚してもう長い時間が経つけれど、時々こうして二人の仲を確認し合うことも大切だな」

「私もそう思う」

　お互いの気持ちが同じだと分かり、二人は見つめ合いながら微笑み合った。

　それから弘人は、おもむろに菜美子の手を取った。

　指を絡ませて手をつなぎ、じっと菜美子を見つめる。

「菜美子、ずっと一緒にいようね」

「当たり前じゃない。だって私たち──ずっと二人で頑張って、ここまでの幸せを築いたのだもの」

　菜美子もまた見つめ返し、にっこりと笑った。

　脳裏に浮かぶのはもちろん、ボナクエストでの仕事と今日の結婚式のことだ。

「嬉しいな」

　弘人は彼女の手の甲にキスをする。それから指にも唇を寄せ、軽く食む。

「ふふっ。やだ、弘人ったら」

　くすぐったくて、つい笑みがこぼれる。

「あ、駄目よ」

　無言のまま指先を愛撫されて、だんだんと身体が熱くなってきた。

（なんだか、自然とエッチな雰囲気になってきてる？）

　菜美子は弘人の手つきに、性的な匂いを感じた。

「ね、ねぇ……」

　妻の問いかけに応えるように、指が離される。

　二人の間の空気が、淫靡な色を帯び始める。

「ん……？」

　弘人は、菜美子の気持ちを受け止めるように、優しく見つめる。

　勇気を出して、菜美子は本音を口にする。

「二人きりになったんだし、さ……」

　上目遣いで尋ねると、弘人の瞳に熱が宿ったような気がした。

　彼の眼差しは愛情に満ち、どこか淫靡に菜美子を貫く。

（……ここで、言わなきゃ）

　菜美子は、胸がいっぱいになった。

　弘人の視線だけで、身体の中心が熱く潤んでいく。

「ああ」

「このお部屋、専用の露天風呂があるでしょう。……一緒に入らない？」

「……いいね」

　二人は立ち上がり、脱衣所まで行くと、お互い浴衣を脱がせ合った。

（やだっ……弘人、逞しい）

　電灯の下に晒された弘人の肉体は、ほどよく筋肉がついている。

　普段は寝室の薄明かりでしか見ない彼の上半身を目前にして、菜美子はドギマギしてしまう。

「どうしたの、菜美子？　お風呂、入ろうよ」

　弘人は少し照れているのか、菜美子からそっと視線を逸らしつつ、手を引いた。

「う、うん」

　お互い生まれたままの姿になると、まずは洗い場で身体を流す。

　熱いシャワーが、火照った身体に心地よかった。

　ボディソープを手に取ると、菜美子は言った。

「ねえ、背中を洗ってあげるわ」

　今夜は弘人にそうしてあげたい気分だったのだ。

　石鹸を泡立てたタオルで背中を擦ると、ゴツゴツとした感触が伝わってくる。

（男の人の背中って大きいんだなぁ）

　改めてそう感じ、たったそれだけのことなのに、胸の中で愛しさが増していく。

　最初は腕や背中だけを洗うつもりだったのだが、そのうち妙な気分になってきた。

　冷えた空気に当たって乳首が固くなり始めたのだ。

（なんだか、変な感じ）

　次第に下腹部に疼きを覚えるようになり、太ももを擦り合わせてしまう。

（どうしよう……このままじゃおかしくなっちゃう）

　これ以上は危険だと判断し、早々に切り上げることにした。

「それじゃ、私も身体を流すから、一緒に湯船、入ろっか」

「今度は僕が菜美子を洗ってあげようか？」

　弘人はタオルを手に持ちながら尋ねる。頬が少し赤らんでいて、彼もドキドキしているのだと分かった。

（えっ!?）

　そんな申し出を受けると思っていなかったので、菜美子は一瞬戸惑ってしまう。

「う、ううん！　私はいいからっ」

　慌てて首を振ると、菜美子は手早く身体を洗った。

「そう？　じゃあ、露天風呂へ入ろう」

　二人は露天風呂へと出る。

　石造りの立派な湯船に浸かると、一面の星空が見渡せた。

　湯気が立ち込める露天風呂で脚を伸ばすと、気分が安らいでいく。

（ふぅ……気持ちいいわね）

　少し熱いくらいの、温泉としては心地よく感じる温度だ。

　いつまでも浸かっていられる気がする。

　お湯を両手ですくい上げて首の辺りへかけると、身体の芯まで温まっていく。

「菜美子、湯加減はどう？」

「もう……最高だわ！」

「本当だね。最高の温泉だ」

　満足げな菜美子の表情を見て、風呂に身体を沈めた弘人も頷いた。

　湯船に入ると、二人並んで夜景を眺める。

　柵の向こうに、切り立った山々の稜線が見える。

　藍色の夜空には、満天の星がちりばめられていた。

　ほぼ真円の月も出ている。満月が近いのだろうか、いつもより大きく見えた。

　しばらく無言で眺めているうちに、だんだん眠くなってくる。

（このまま寝ちゃいそうだわ……）

　夢見心地でお湯に浸っていると、弘人が菜美子をそっと抱き寄せた。

「……っ！」

　驚いて横を向くと、弘人の顔が間近にある。

　唇同士が触れ合いそうなほど近い距離だった。

「ねぇ、菜美子。……キスしても、いい？」

　少しかすれた、甘い声音で尋ねられ、思わず頷く。

「あ……んっ」

　次の瞬間、二人の影が、一つに重なった。

　柔らかな唇が触れた瞬間、胸が高鳴る。

「んっ……！」

　チュッと音を立てて吸われてから、優しくついばまれた。

　角度を変えて何度もキスをされると、そのたびに鼓動が激しくなる。

（すごい。今を一言で表すなら、幸せ）

　うっとりとしながら、菜美子は幸福感を噛み締めた。

（社員旅行で、念願の結婚式をして。ああ、素晴らしい一日だったわ。最後にキスをするだなんて……ずっとこうしていたいなぁ）

　いつの間にか菜美子の方からも求めるようになっていた。

　舌を突き出し、弘人の舌を貪る。

（あっ……）

　お湯の中で、ふいに下半身に触れられた。

　指先が割れ目に沿って、上下に動く。

　秘裂から溢れ出した蜜液のせいで、そこはすでにぬるついていた。

「やぁんっ……！」

　ビクンッ、と腰が跳ねる。

「こら、菜美子。ここは屋外だよ。エッチな声を出さないで」

　たしなめられてしまい、慌てて口をつぐむ。

　しかしその間も、彼の指は動きを止めなかった。

　クリトリスを撫で回し、さらに奥へと侵入してくる。

「っ……弘人っ」

　同時にもう一方の手で胸を掴まれた。

　やわやわと包むように揉みしだかれれば、たまらなく心地よい。

（ダメよ、こんなところで……！）

　理性では分かっているはずなのに、どうしても堪えられなかった。

「っ……！　ぁ、あぁん！」

　艶めいた喘ぎが、唇の端から漏れる。

　抑えようとすればするほど、むしろ一層、大胆になっていく。

　菜美子は無意識のうちに腰をくねらせていた。

「菜美子、我慢できない？　部屋の中で、続きをしようか？」

　尋ねる弘人も、先ほどより息が荒い。彼自身の性的欲求も高まっているのだ。

「う、うん……お願い」

　菜美子はゴクリと唾を呑む。

「じゃあ、行こうか」

　二人は立ち上がると、手をつないで室内に戻ったのだった──。
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　身体にバスタオルを巻いて部屋に戻るなり、二人揃って布団の上に寝転がった。

　まっさらのシーツとふかふかの布団が、肌にひんやりとして心地よい。

　そのまま手足を投げ出して天井を仰いだ。

　畳の匂いがツンと鼻を突く。

「はぁ……っ」

　身体の奥深くから快感の余韻がせり上がってきて、溜め息のような吐息が出た。

（私ったら……ついあんなところで……）

　先ほどまでのことを思い出して、顔が赤くなる。

　しかし後悔はしていなかった。許されるならあのままもっと続けたかったくらいだ。

（気持ちよかった）

　ぼんやりとしていると、弘人が菜美子の顔の横に両手をついて覆いかぶさってくる。

「菜美子。それじゃあ仕切り直して……キスしてもいい？」

　至近距離から甘やかな視線を向けられ、心臓を掴まれたみたいに緊張した。

　これから何をされるのか期待してしまい、自然と身体が熱くなる。

「……うん、いいよ。私も弘人と、キスも、その先も、したい」

　菜美子は少しだけ身体を起こした。そして、自らそっと唇を重ねる。

（弘人の唇、あったかい）

　ちゅ、と音を立てて唇を離すと、今度は弘人から口づけてくる。

　軽く触れ合うだけの口づけだったが、それでもお互いの気持ちが伝わってくるような気がした。

「ふぁ……んっ」

　唇を離され、続けて首筋を舐められれば声が漏れる。

　そのまま鎖骨の窪みに吸いつかれた。チクリとした痛みが走る。

「あっ！」

　顔を上げると、そこには赤い痕が残っていた。

　まるで所有の印のようだと思った途端、胸が高鳴る。

（嬉しい……！）

　愛する人から独占されているという実感が湧くたびに、心が満たされていく。

（もっともっと、私のことを求めてほしい）

　そう思った刹那、ふたたび唇が重なった。

　今度は先ほどよりも深い口づけだ。舌を絡め取られ、口内を蹂躙されていく。

「んっ……ふぅ……っ」

　鼻にかかったような甘ったるい声が、喉の奥から漏れ出た。

（気持ちいい）

　頭がぼうっとして、何も考えられない。

　ただひたすら快楽を求めるだけの存在になってしまったかのようだ。

「あ、あぁんっ！」

　ふいに胸の頂を指で摘まれ、鋭い刺激が走った。その拍子に大きな声が出る。

（やだっ、私ったらこんな声を出して！）

　とっさに両手で口を押さえると、その手を掴まれて頭の上にまとめられてしまう。

「やっ……弘人？」

「今夜はもう、逃がさないよ」

　弘人はハスキーな声で囁くと、獣のような眼差しを菜美子に向ける。

　抗議しようとすると、すぐにまたキスされた。

「あ、っ、……んんっ」

　お互いの舌を絡ませ合うと、それだけで身体の芯が疼いてくる。

　やがてゆっくりと唇が離れていくと、弘人の濡れた瞳と目が合った。

（見られてる……ドキドキするよぉ）

　羞恥心から顔を逸らす。

「愛してるよ、菜美子」

　囁きながら、弘人は菜美子の首筋に顔を埋める。

「ひゃあんっ！」

　チクッとした痛みが走り、思わず声を上げた。

　まじまじと見ると、そこにも赤い鬱血痕ができている。

（どうしよう、こんなにいくつもつけられて）

　ふと視線を感じて見上げると、弘人がじっとこちらを見ていた。

「ここに、僕の印を付けてあげる」

　優しく言いながら、弘人は菜美子の首から胸元にかけて、チュ、チュと痕跡を残していく。

（もしかして、わざと見えるところにつけたのかしら……？）

　だとしたら困ると思ったが、もう遅い。

　この旅館にいる間、胸元を見られることなどないだろうが、もしも誰かに気づかれたらと思うと気が気ではない。

（でも、まるで弘人のものになったみたいで、嬉しいかも）

　早く彼と一つになりたいという気持ちが、菜美子の中で高まっていく。

「こっちも、いいかな？」

　弘人はバスタオルの前を開き、露わになった菜美子の柔らかい乳房を揉んだ。

「んっ……」

　菜美子は甘い吐息を漏らす。

　弘人の掌は大きくて温かい。身体が熱くなっていくのを感じた。

「っ、んぅっ」

　指先で胸の突起を摘まれる。

　くりくりと捏ね回されると、次第に固くなっていった。

「あ、ぁ……っ」

　両方の胸の先端を同時に責められ、快感が込み上げてくる。

「あっ、そんなに触っちゃ、やぁ……ふぁ、んっ、こんなの初めて……っ」

　もはや声を抑えることはできない。

　いやらしく喘ぐ姿を、大好きな人に見られることがこんなにも興奮することだったなんて知らなかった。

（気持ちよすぎて、おかしくなりそう……）

　身体が熱くてたまらない。全身の血液が沸騰しているみたいだ。

「可愛いよ、菜美子」

　耳たぶを食みながら言われて、肌が粟立つ。

　もうこれ以上は我慢ができなくて、無意識に脚を擦り合わせる。

「ねぇ……弘人」

「なに？」

「あのね、その……そろそろ、挿れてほしいの」

　思いきってそう口にすると、弘人は一瞬驚き、それから嬉しそうに笑った。

「菜美子がそんな色っぽい表情でおねだりするの、珍しいね」

　挿入をせがんだのは初めてではないが、弘人には特別な表情に映ったらしい。

「だって……今日はあなたの花嫁になった、特別な日だから」

　きちんとドレスを着て結婚式をしたことで、菜美子の中でもケジメがついたのだ。

　若かりし日に入籍だけで済ませた二人は、社員からの盛大な祝福を受けて新たな一歩を踏み出せた気がしている。

　上目遣いで見つめると、弘人はふたたび微笑んだ。

「もちろん、いいよ。菜美子が満足するまで、今夜は何度でもしてあげる。それに……」

「ひゃっ!?」

　いきなり股間を撫でられ、菜美子は身体を震わせた。

「もうここ、グチョグチョに濡らしてるもんね」

「やだぁ……言わないでぇ」

　くちゅくちゅと音を立てながら、秘裂を指で弄られる。

　それと同時に胸の先端を口に含まれた。舌先で転がすように舐められると、甘い痺れが生まれる。

「あぁ……だめ、そこぉ……」

「駄目？　気持ちいいの間違いだろう？」

　閨の中では、弘人は意地悪だった。

　もう片方の乳首も指で摘まれ捏ねられる。両胸と陰部の三点を責められる快楽に、菜美子は酔いしれた。

「あっ！　もうだめぇっ！　っ、あっ、ああぁぁーっ!!」

　その瞬間、全身に強い快感が駆け抜け、一瞬、意識が遠のく。達してしまったのだ。

「ふふ、夜はまだまだこれからだよ」

　ぐったりと脱力すると、弘人は菜美子の両膝裏に手をかけ、上に向けて大きく開いた。

　秘所が弘人から丸見えの体勢である。

「あっ……あ、こんな格好で、するの……？」

　逞しいモノで貫かれることを想像し、心臓がドクンと脈打つ。

（こんなに明るい場所で、恥ずかしい体勢で……これから私、責められるのだわ）

　羞恥心と期待が入りまじった複雑な感情に支配されていると、弘人は割れ目に沿って肉棒を往復させ始めた。

　お互いの粘膜が擦れ合い、お腹の奥がきゅんっと切なくなる。

（ああ……弘人のモノが……私の中に入るのね）

　そう思うと子宮の奥が甘く疼く。早く欲しくてたまらない。

「……っはぁ……あぁ……」

　熱い吐息を漏らしながら腰を揺らめかせると、それに応えるように、蜜口に亀頭をグッと押しつけてくる。

「菜美子……いくよ？」

　耳元に熱い吐息を吹きかけられれば、菜美子はもう限界だ。

「え、ええ……来て」

　大きくかぶりを振れば、一気に奥まで挿入される。

「あっ、あああんっ！」

　衝撃の大きさに、菜美子は背中を仰け反らせた。

　待ち望んでいたものをようやく与えられ、歓喜に打ち震える。

「あぁ……すごい締めつけだ」

　弘人は額に汗を浮かべながら、うっとりと呟いた。その声はとても艶めかしくて、菜美子は聞き惚れてしまう。

「動くよ」

　弘人はそう言うと、ゆっくりと腰を前後に動かし始めた。

　最初は遠慮がちに菜美子の内側を探っていたが、妻の反応に応えるように、徐々にストロークを深くする。

（弘人が……入ってる……）

　弘人は布団に仰向けになった菜美子の手に、自らの手を絡めた。

「はぁっ、はぁ……っ」

「いいよ、菜美子」

　湿った息遣いが、二人を包む。

　肌と肌がぶつかり合い、パンッパンッという音が響き渡る。

　蜜口も、グチュグチュと派手に鳴っていた。

「あぁっ！　っ、あ、だめぇっ！」

　肉茎で蜜壺を突かれるたびに目の前に火花が散って、何も考えられなくなるほど気持ちがよかった。

「菜美子は、そんなに感じてるのか」

「ええ……いいのっ、いいのぉっ！」

　頬にそっと手を添えられただけで、ビクリと身体を揺らす。

　全身が性感帯になってしまったみたいに、どこを触られても感じてしまう。

（おかしくなりそう……！）

　押し寄せる快感に恐怖を覚えながらも身体は貪欲に求め続けた。

　もっと欲しい──そう思って自ら腰を浮かせて押しつけると、さらに深いところまで入り込んでくる。

「ああっ……ふぁ、んっ……っ、ああっ！」

　そして次の瞬間にはまた引き抜かれてしまい、喪失感が襲ってくるのだ。

　まるで甘美な拷問のようだった。

「やっ、もう限界……お願い、抜いて、一度休ませて」

　懇願する菜美子に、弘人は言った。

「駄目だ。菜美子のここはもう僕の形になってるから、このまま最後までしないといけない」

「そんな……」

「大丈夫、奥まで挿れて慣らせば、もっと気持ちよくなるさ。ほら、力を抜いて……」

　弘人は菜美子の腰を抱えて、子宮口に届くよう、ずっぽりと肉茎を挿入した。ゆっくりした動作だが、圧迫感は強い。

「あ、ああぁ、深い……」

「ほら、奥までぎっちり、全部入ってる」

　興奮した表情で、弘人は結合部を見せつけるように腰を浮かす。

　彼の言葉通り、菜美子の蜜壺は肉茎を根元までしっかりと咥え込んでいた。

　お腹の奥で彼の存在を強く感じられる。とても幸せな気持ちだ。

「……また、動いてもいいかい？」

　耳元で囁かれるだけでゾクゾクしてしまう。

「ええ」

　小さく頷くと、彼は腰を動かし始めた。

　初めは探るような動きで、少しずつ大胆になっていく。

「あ……ん、んんっ！」

　次第に抽送が深く強くなる。

　弘人の動きに合わせ、肉壁は収縮を繰り返して彼自身を強く締めつけた。

　蜜口から愛液が溢れ、それがまた潤滑油となって肉茎を温かく包む。

（すごい……どんどん激しくなってる）

　すがるように手を伸ばせば、弘人は菜美子の手を握り返してくれた。

　骨張った手は菜美子と同じように汗で湿っている。

　その熱を感じながら、菜美子は快楽の渦に呑み込まれていく。

　今まさに交わっている夫が愛しくてたまらない。

「ああっ、弘人、キスしてぇ……！」

　燃える眼差しで訴えると、弘人は菜美子の唇を貪った。

　舌を差し込み、ヌチャヌチャと音を立てて絡ませ合う。

（好き、大好き！）

　唇の端から淫らに泡立った唾液が垂れた。

　それを舌で舐め取りながら、ふたたびキスをする。

　今度はついばむような軽い口づけが繰り返された。

（もっと、もっとぉ……）

　リズミカルな抽送は、徐々に激しさを増していく。

　もう何も考えられないくらいに気持ちがよくて、菜美子は夢中で弘人の腰に脚を絡めた。

「弘人っ、愛してるっ……ずっと一緒よ……っ」

「僕もだよ……っ、愛している」

　パンパンと肉のぶつかる音が響く。

　その音に合わせて菜美子も喘いだ。

「んっ……ああぁん！　おくっ、当たってるぅっ！」

「菜美子の中、すごく熱いよ……僕も溶けてしまいそうだ」

「私も……気持ちいいの……っ」

　愛する人に抱かれる喜びを感じながら、菜美子は絶頂を迎えようとしていた。

（たくさん悩んだけれど……こうして弘人と一つになれて、幸せ）

　最奥まで突き上げられた瞬間、頭の中で何かが弾けたような感覚があった。

（ああ、気持ちいい……弘人……！）

　菜美子は今まで感じたことのない快楽に翻弄されていた。

「ここがいいんだな？　もっともっと、気持ちよくしてあげる……！」

　そう言って同じ場所を何度も擦られるうちに、頭が真っ白になるほどの絶頂が訪れる。

　膣全体が痙攣して中のモノを締め上げたのが分かった。

「っ、あ、ああっ、やぁぁっ！　……イクッ、イッちゃうぅぅっ！」

「くっ……！」

　弘人が苦しそうに顔を歪めながら呻いた。膣の中で陰茎が膨張したかと思うと、その直後に温かい飛沫を感じる。

　彼が射精したと理解した途端、言いようのない幸福感に包まれた。

　ようやく一つになれた──そう思っただけで涙が溢れてくる。

　こんなにも満たされた気持ちになるのは初めてだった。





　＊　＊　＊






　翌朝──二人は布団の上で目を覚ます。

（あれ……もう朝？）

　カーテンの隙間から差し込む光が眩しい。外はすっかり明るくなっていた。

　時計を見ると、もうすぐ午前九時になるところだ。

　チェックアウトの時間には、まだ余裕がある。

（結局あのまま朝までしちゃったのよね）

　布団から起き上がろうとしたとき、下腹部に違和感を覚えた。

（やだ、これって……）

　菜美子は恐る恐る自分の脚の付け根へと手を伸ばした。

　下着の上からそっと触れる。そこはまだ潤んでいて、粘ついた液体が溢れ出していた。

（どうしよう……）

　昨夜の情事を思い出して顔が熱くなる。思わず、布団を頭まで被って悶えた。

（私ったら、こんな場所であんなに乱れてしまって……）

　思い出すだけでも顔から火が出そうだ。

　けれど──それ以上に嬉しかった。

　愛する人とつながれることが、こんなにも幸せだなんて思いもしなかったから。

「菜美子、起きたの？　おはよう」

　突然声をかけられて飛び起きると、隣に寝ていた弘人が微笑んだ。

「おはよう、弘人」

「よく眠れた？」

　言いながら、弘人は菜美子の頭をそっと撫でる。

「うん、おかげさまでね」

「昨日は楽しかったね」

　弘人の言葉に、菜美子も頷いた。

「ええ、本当に」

　職場のみんなから祝福され、夜は夫婦として愛し合ったのだ。

（結局、あの後何度もシちゃったし……）

　間違いなく人生で一番幸せな日だったと思う。

「昨日は可愛かったよ」

　にんまりと口角を上げて、弘人は言った。

「もう！　朝から変なこと言わないで」

　愛しい夫の言葉に、菜美子は顔を赤くする。

「本当のことなのに」

　弘人は口の中でくすくすと笑い、それから真顔になる。

「昨日、ようやく気づいたよ」

「何が？」

　きょとんとした顔で、菜美子は弘人を見た。

「僕らは結婚してから長い。ベテラン夫婦なんだと思う。でもいつの間にか、菜美子のことを空気みたいに扱ってしまってた」

「空気？」

「うん、悪い意味じゃないよ。すごく暖かい空気だ。でもさ、それじゃ菜美子に失礼だ。僕たちはいつまでも、恋人みたいにいられたらいいなと思ってる」

　弘人はそう言うと、照れくさそうに笑った。

　その笑顔を見て胸がきゅんとなる。

「私も、あなたと同じ気持ちよ」

　見つめ合って微笑む二人の顔は幸せに溢れていた。

　ここでの出来事は一生忘れることはないだろう。

　この旅行は二人の心に深く刻み込まれたのだった──。







第五章 二度目のプロポーズ
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　気がつけば社員旅行から一ヶ月が経過した。

　あれ以来、ボナクエストコーポレーション内は部署を問わず活気づいてきた。

　会社のメンバーで旅行だなんて、と消極的だった社員たちですら、口を揃えて〝楽しかった〟と言うくらいである。

　大きな理由としては、やはり弘人と菜美子の結婚式を行えたことが大きいだろう。

　苦労して会社を育ててきた二人の結婚式というのは、素朴な感動をもたらしたらしい。

　そして理由はもう一つ──。

「菜美子さん！　私、このところよく鈴木さんと夕食に行っているんです」

　終業後、真穂は菜美子にそう耳打ちしてくれた。

「え～！　刈田さん、よかったじゃない」

　真穂は片思いしていた営業部のエース・鈴木を射止めたらしい。

　彼女だけではない。社員旅行をきっかけに、ボナクエスト内には複数のカップルが誕生したのだった。

（もちろん、社内恋愛はしがらみが大変とも聞くけれど……）

　菜美子は素直に嬉しくなった。社員たちのやる気も上がり、仕事にも張りが出てきたというわけだ。

「本当にみんな幸せそう……」

「もうっ！　菜美子さんが一番幸せそうですよ」

　真穂はにっこり笑うと、菜美子に向かってウインクした。

「あ、ありがとう」

　少し照れながら、菜美子は頷く。

「ふふっ、今夜も鈴木さんとデートなんです！　私も幸せを掴んじゃいますからね～！」

　真穂はそう言い残すと、鼻歌交じりにオフィスから出て行った。

　今日は金曜日、ノー残業デーだ。

　菜美子自身も仕事を終えたので、デスクの片付けをして退社するつもりである。

「……私が幸せそうに見えるのは、家庭だけでなく職場のみんなも幸せだからよ」

　彼女の背中を見つめながら、菜美子はそっと呟いた。

　結婚し、生活の基盤をしっかりと確立して、弘人と二人、会社を大きくしてきた。

　周りから見たらこれはゴールなのかもしれないが、菜美子自身はようやくスタートラインに立った気がする。

　ここからまた、新たな未来を築いていきたい。

「……よしっ！」

　小さくガッツポーズをして、菜美子は立ち上がるのだった。

　旅館での一件以来、夫ともより親密になったように思う。

　今では新婚の頃以上に愛されていると感じていた。

（きっと弘人と私……これからも仲良く一緒にいられるわよね）

　懸案だった菜美子と弘人の仕事も、それぞれが上手くいきそうだ。

（配達関係も、なんとかなりそうだし……）

　菜美子のフードデリバリー事業部では、対象エリア拡大に欠かせない配達員の確保が課題だった。

　けれどそれもようやく目処が立ちそうだ。

　ここ数年、新規で配達事業を始めた人たちと協業することにして、契約の手はずも整ったのである。

（よかった！　これで一安心だわ）

　大きなストレスが一つなくなり、肩の荷が下りてリラックスした気分だ。
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　その日の夜、菜美子は試作品の弁当を二つ、自宅に持ち帰ってきていた。

　仕事を早めに切り上げてきた弘人とともに、テーブルを囲む。

　弘人はペールブルーのワイシャツに黒のスラックス、菜美子は白いカットソーに紺色のフレアスカートという出で立ちだった。

　服装だけ見ると職場にいるかのような光景でも、二人きりだとやはり落ち着く。

　弁当の試食は業務でもあるが、もともと食に興味のある菜美子にとっては心安らぐひとときにもなっていた。

「ねぇ、弘人。再来月のメニューなの。厚切りハムカツが目玉なのだけど、どうかな？」

　二人で弁当を食べながら、一つ一つの具材について感想や意見を言っていく。

　顧客の心を掴むために、菜美子は毎月、新しいおかずを弁当のメニューに採用している。

　野菜類は季節ごとに旬のものを使うし、メインとなる肉や魚のおかずは、味つけに変化をつけたり、ご当地の名物料理を採用したりと、飽きが来ないように工夫しているのだ。

「いいね。ボリュームがある。ヘルシーなおかずだけでなく、ボリュームがあるおかずが入ると喜ばれるんじゃないかな」

　弘人はハムカツを頬張りながら、笑顔を向ける。彼の素朴な意見は、菜美子としてもありがたかった。

「うん。でも、揚げ物は油の処理が面倒だし、カロリーも高いから、バランスが難しいんだよね……」

　菜美子は眉間にシワを寄せる。

「それなら、その分、副菜を増やしたら？　煮物とかサラダとか」

「なるほど。そうだね、いろいろと工夫はできそう」

　弘人のアドバイスを受けて、菜美子は表情を明るくした。

「僕も少し考えておくよ。幸い、今月はスケジュールに余裕があるから、協力できると思う」

　弘人は、菜美子の力になりたいと考えているようだ。

　それは、夫の妻に対する愛情表現でもあった。

「ありがとう。頼りにしてるね」

　菜美子は柔らかく弘人に微笑む。

「ねぇ、ところで、さ」

　弁当を食べ終え、弘人は話を切り出した。

「ん？　なに？」

「菜美子にプレゼントがあるんだ」

「え？　なんでもない日なのに？」

「なんでもない日にプレゼントした方が、特別な感じがするだろう？」

　いつもと変わらぬ優しい表情で弘人が差し出したのは、朱色のリボンがかかった白い小箱だ。

（可愛い箱……アクセサリーかしら？）

　それを明けると、深紅のベロア素材のジュエリーボックスが出てくる。

「ありがとう。……開けてもいいかな？」

　菜美子が尋ねると、弘人は顔は口角を上げて言った。

「もちろん」

「……あ、これ」

　ジュエリーボックスの中に鎮座していたのは、プラチナ素材に優しい緑色の石のピアスだ。

「もしかして……翡翠？」

　菜美子は箱を傾け、角度を変えて眺める。まろやかな緑色の宝石は、まぎれもなく翡翠だった。

「うん。よく分かったね」

「そりゃあ、分かるわよ！　だって……二人の思い出の宝石じゃない！」

　頬を赤らめ、菜美子は視線を逸らす。

「そうだっけか？　もう忘れちゃったよ」

　弘人はとぼけてみせる。

　だが、本当は覚えているはずだ。その証拠に、彼は照れたように笑っている。

　それに、弘人が思い出の小石を大切にしていることは、菜美子がよく知っているのだ。

「嘘ばっかり。あの頃のこと、ちゃんと覚えてるくせに」

　菜美子がクスクスと笑うと、弘人もつられて笑い出す。

「そうだね。菜美子の言う通り、大学時代のことは僕の大切な思い出だよ」

　二人の間に流れる空気は、長年連れ添った夫婦のように穏やかで、温かかった。

　菜美子は、自分の左耳につけていたシンプルな真珠のピアスを外すと、弘人からもらったピアスをつける。

「どう、かな？」

　照れくさそうに尋ねると、弘人は顔をほころばせた。

「似合っているよ。……やっぱり、菜美子には緑色がよく似合うな」

　弘人の言葉に、菜美子は頬を赤く染める。

「……ありがとう」

　菜美子は小さな声でお礼を述べ、おずおずと続けた。

「ねえ、弘人。今夜はもう一つ、プレゼントが欲しいんだけど……」

　上目遣いで見上げると、弘人は嬉しそうに目を細める。

「いいよ。何が欲しいんだ？」

「……弘人が、欲しい」

　菜美子が素直に答えると、弘人はクスッと笑った。

「そんなものでいいなら、いくらでもあげるよ」

　そう言うと、弘人は菜美子の手を取り、テーブルの横に立たせた。

　それから唇に指を当て、ウインクする。

「ただし、寝室でね」

　その言葉に、菜美子は微笑んで頷いた。

　二人はお互い愛おしげに手を絡めて、ダイニングルームから寝室へと向かったのだった。
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「今夜は寝かせないから、覚悟しておけよ？」

　弘人の瞳は熱を帯びていて、情欲に満ちている。

　見つめられるだけで、菜美子の身体の奥が疼いた。

「はい……いっぱい愛してね、弘人」

　愛する人と肌を重ね合う幸せを感じながら、菜美子は目を閉じる。

（弘人、大好き）

　菜美子の幸せな夜は、まだまだ終わりそうにない。

　ベッドの上で向かい合った二人は、お互いの服を脱がせ合う。

　弘人は菜美子の手ほどきでワイシャツを脱ぐ。そして、スラックスのベルトを外した。

「菜美子も脱ぐんだ」

　今度は弘人に促され、菜美子はカットソーとスカートを脱いで下着姿になる。

「綺麗だよ、菜美子」

　ブラジャーとショーツ姿の菜美子を見て、弘人は目を細めた。

「恥ずかしい……」

　照れながらも、菜美子は弘人に向かって両腕を伸ばす。

　弘人も手を伸ばすと、彼女の背中に腕を回して抱き寄せ、そのままキスをした。

　舌を絡ませながら、ゆっくりとベッドに倒れこむ。

　弘人は口づけをしながら、菜美子の身体に触れた。

　肩から腕を撫で下ろしていき、腰のくびれに手を回す。

　さらに下腹から太ももにかけて手を這わせていった。

「んっ、はぁ……、んんっ」

「菜美子……このピアス、よく似合ってる」

　弘人はピアスの輝く菜美子の耳たぶを、そっと食んだ。

　そして耳の輪郭をなぞるようにして舌を這わせていく。

「あっ、弘人……！」

　耳の形を確かめるようにゆっくりと舐められた後、穴の中へ舌を差し込まれる。

　クチュクチュという水音がダイレクトに響き、もどかしい快感が背筋を駆け抜けていく。

「舐めちゃ……いやぁ」

　鼓膜に直接響くいやらしい音に煽られて、全身に甘い痺れが走った。

　耳への愛撫だけで感じてしまうなんて恥ずかしいけれど、身体が言うことを聞いてくれない。

「……可愛い声だね。もっと聞かせて？」

　劣情に濡れた声で囁かれると、それだけで達してしまいそうになる。

　低く艶めいた声にも感じてしまい、小さく身体を震わせていると、今度は首筋へキスを落とされた。

　チュッと音を立てて吸われたり甘噛みされたりしているうちに、いつの間にかブラジャーのホックも外されていた。

（慣れているはずなのに……やっぱり照れるな）

　俯いて、菜美子は頬を赤らめた。

　促されるままブラジャーを腕から引き抜かれ、直にやんわりと胸を揉まれて、身体がピクンと跳ねる。

「はぁ……んっ」

　指先で胸の尖りを弄られれば、自然と甘い声が出た。

　もどかしくて逃げ出したいけれど、弘人に抱きしめられているからどうすることもできない。

　そんな菜美子を弘人はますます追い詰めるように責め立ててくる。

「気持ちいい？」

　少しだけ口角を上げて、弘人は意地悪な問いを投げかける。

「やっ……そんなこと、聞かないで」

「どうして？」

「だって……あんっ！」

　菜美子の言葉を遮るかのように、弘人は両方の乳首をキュッと摘む。

「やっ……ああっ！」

　強い刺激に耐えきれずに声を上げると、弘人は微笑んだ。

　薄暗い寝室で見る彼の表情は、明るい場所で目にする彼よりずっと色っぽくて、ドキドキしてしまう。

「可愛いよ」

　そう囁きながら、弘人は菜美子の首筋に唇を寄せる。

　チクリと痛みが走ると同時に、赤い痕がついたのが見えた。

　鎖骨や胸元など至るところに次々とキスマークを刻まれてしまう。

　弘人は社員旅行の夜からこの愛撫を気に入っているのだ。

　その間もずっと乳首への刺激は続いていた。

　人差し指でピンッと弾かれ、むず痒い刺激が襲ってきたところで摘み上げられる。

　かと思えば、よしよしとなだめるように乳首の先端を優しく撫でられ、落ち着いた頃に、ふたたび指先で捏ね回されるのだ。

「んぁっ……！　そんなにいっぱい、しないでぇ！」

　緩急をつけた巧みな指使いに翻弄され、菜美子は身悶えた。

　思う存分、弄ばれ続けたそこはぷっくりと勃たち上がっていて、空気に触れただけでも強い快感に襲われる。

「っ、あっ……ああぁっ！　もう、そこは許してぇ……！」

　菜美子は身体を揺らし、蕩けた表情で弘人に懇願した。

「じゃあ、触るのは止めて、吸ってあげるね」

　弘人はフッと笑みを浮かべると、片方の突起を口に含み、舌先で転がし始めた。

「ひゃうっ！　や、だめ、そこ吸っちゃいやぁぁ！」

　ちゅうっと強く吸い上げられた後、乳輪ごと噛みつかれて甲高く喘ぐ。

「嫌じゃないだろう？　こんなに固くなっているじゃないか」

　そう言いながら、弘人は反対側の胸の頂を、人差し指でカリッと引っ掻いた。

　その瞬間、びくんと身体が跳ねる。

「ふぁああっ！　ひぁっ、んんっ！」

「ほら、菜美子はここが弱いんだよな？」

　言いながら何度も同じ場所ばかりを責め立てられると、たまらない気分になる。

「あっ、ぁあっ、だめぇっ……！」

　無意識のうちに腰を揺らしてしまっていた。

（私ったら……）

　淫らに乱れる自分の姿を自覚して恥ずかしくなるが、快楽を求める気持ちの方が勝ってしまう。

　それからしばらく、胸ばかりを責められていたが、やがてその手が下半身へと伸びていき、ショーツの中へと潜り込む。

　すでに濡れそぼっていた秘所に指が触れ、くちゅりと音がした。

「すごいな、もうこんなになってる」

「言わないで……」

　弘人の言葉に羞恥を覚えながらも、これから訪れるであろう快楽への期待に胸が高鳴る。

　ゴツゴツした指が割れ目を往復するように擦り上げるたび、愛液が溢れ出してきた。

（もう我慢できないよぉ……！）

　ぬるりとした感触に、早く彼自身を挿入してほしいと思ってしまう。

　そんな菜美子の気持ちを見透かしたのか、弘人は焦らすように、指先で入り口付近を浅く擦っている。

　もどかしい刺激は、身体を昂ぶらせるのには十分すぎるが、快楽を得るには絶妙に足りない。

（なんで……っ！）

　もどかしさに身をよじらせながら、菜美子は涙目になって弘人を見上げた。

　愛しい夫はいたずらっぽい笑みを浮かべ、菜美子を見つめている。

「どうした？　物欲しそうな顔をしているよ？」

　弘人は菜美子の耳元に口を寄せ、質問をしてくる。

　彼は相変わらず、ベッドでは意地悪だ。

　分かっているくせにわざとこういう聞き方をしてくるところが憎たらしいと思う反面、彼らしいとも思う。

「……意地悪しないでよ……」

　拗ねたように言うと、弘人は破顔した。

「ごめんごめん。君が可愛くてつい、ね」

　そう言いながら、額に軽く口づけを落とす。

　弘人の仕草が愛しくて、それだけで許してしまいそうになる。

「本当に反省してるの？」

　上目遣いで睨んでみても、効果はないようだ。

（もう！　嬉しそうにしちゃって……弘人はタチが悪いんだから）

　夫の子どもっぽさも含めて好きになったのだから、菜美子の負けである。

「してるさ。だから、続きをしてもいいかな？」

「……え？　ええ、して」

　そう言われてしまえば拒否することなどできるはずもなく、菜美子は大人しく頷いた。

　すると弘人は菜美子の両膝を掴み、左右に大きく開く。

「あっ……そんな、いきなり……」

　恥ずかしさのあまり、菜美子の頬がカァッと朱に染まる。

　脚を閉じようとしても、間に弘人がいるのでどうすることもできない。

　弘人はまじまじと菜美子の下肢を見つめ、指先で触れた後、おもむろに口を開く。

「菜美子のココ、やっぱりめちゃくちゃ濡れてる。大洪水だな」

　ショーツの股布部分を人差し指で撫でながら、弘人が指摘した。

「えっ？」

　そう言われて視線を落とすと、たしかに下着が変色しているのが分かる。

「やだっ……」

　慌てて隠そうとするも、時すでに遅しだった。

「大丈夫だよ、今さら遠慮することないって」

　弘人がなだめるように言うが、そういう問題ではない。

　いくら夫婦とはいえ、ここまで感じている姿を見られるのはいつになっても慣れないものだ。妻としてのプライドもあったものではない。

（それに……）

　ちらりと横目で弘人の股間を見る。

　そこにはズボン越しでも分かるほど張り詰めているものがあった。

（あれを……早く挿れてほしい）

　想像だけで、子宮の奥がきゅんとなる。

（ダメよ、私ったら、はしたない）

　頭ではダメだと思っていても身体が言うことを聞いてくれない。

　まるで誰かが自分の身体を乗っ取ってしまったかのようだ。

「どうしたんだい？」

「ふぁっ!?」

　突然声をかけられて変な声が出てしまった。

　菜美子の内心に気づいた弘人は、くしゃっと表情を崩す。

「ごめんごめん。いじめるのはもうおしまいにするね。……挿れるよ？」

　カチャリ、というベルトを外す金属音が、部屋に響く。

　その音さえも今の菜美子には興奮材料である。

（ああ、やっと、彼と一つになれるんだ）

　そう思うと嬉しくてたまらず、自然と顔がにやけてしまう。

　焦って顔を手で覆おうとするものの、手首を掴まれて動かせない。

「こら、菜美子。もう顔を隠すのは、なしだよ」

　そう言って笑う彼の顔はとても優しくて、ドキッとした。

　弘人は菜美子のショーツを脱がせると、自らの肉茎を掴み、秘裂にそっと押し当てる。

　桃色の花弁はすっかり潤みきっており、早く男を受け入れたというように、パクパクと蠢いていた。先端部分が触れるたび、ピタリと吸いつく様はまるで生き物のようだ。

（これが今から私の中に入るのね）

　愛おしさのあまり、身体の芯から悦びが湧き上がってきた。

「菜美子、今日は君が動いて。騎乗位をしてほしいんだ」

　弘人の言葉に驚きつつも、好奇心が勝ったため、素直に従うことにする。

「……分かったわ」

　菜美子は一度身体を離し、仰向けになった弘人に跨がる体勢になった。

　徐々に腰を沈めると、亀頭の先端が膣口に触れ、めり込んでいく。

（んっ……なんかこれ、いいかも）

　今までとは違う感覚に戸惑いを覚えるものの、すぐにどうでもよくなった。

　もう我慢できないのだ。早く気持ちよくなりたいという思いでいっぱいになる。

（ゆっくり腰を下ろしていけばいいのよね……？）

　少しずつ体重をかけ、腰を下ろせば、温かい肉茎が突き刺さっていくのが実感できた。

　そして一番奥まで到達したところで動きを止める。

（すごい……全部入った）

　弘人としっかり手を組んで、深く呼吸した。彼の体温が、骨張った指先から伝わってくる。

　感慨深かった。セックスレスだった自分が、もう一度、夫と気持ちを通じ合わせ、こうして身体までつなげているのだ。

「慣れるまで、少し僕も動いてもいいかい？」

　菜美子は小さく首を縦に振った。

　それを合図に弘人は抽送を開始する。下から突き上げるような動きだ。

「っ、あ、あっ……ああっ」

　最初はゆっくりと動いていたのだが、次第にペースを上げられる。

　それに合わせて喘ぎ声が大きくなっていった。

「やっ、激しすぎるっ……！」

「菜美子も動いてよ」

　興奮気味に、弘人も言う。

「う、うん……動くね」

　最初はぎこちなかったものの、徐々に慣れてきたようでスムーズに動けるようになる。

「んっ……ふっ……あぁあん！」

　動くたびに声が漏れるが、止められない。むしろもっと欲しいと身体が求めている。

（こんなの初めて……すごく気持ちいいよぉ）

　夢中で上下運動を繰り返すうちに、どんどん気持ちが昂ぶっていく。

　菜美子の蜜道はすっかり弘人の形に馴染んでいた。

　ぴったりとフィットして、襞の一つ一つが絡みついているのが自分でも分かるくらいだ。

「はぁ……んぅ……ふぅう」

　漏れる喘ぎ声も、甘く艶めいたものになっていく。

（なんだか頭がぼーっとしてきたみたい）

　弘人に与えられる快感に溺れてしまいそうになる自分を自覚するが、もはや歯止めは利かなかった。

（どうしよう……止まらないよぉ）

　そんなことを考えている間も、菜美子は動きを加速させていく。

　それに呼応するように、弘人も腰を動かしていた。

　二人の動きが激しくなるにつれて、ベッドが軋む音も激しくなる。

「くっ……」

　弘人も絶頂が近いのだろう、苦しげな表情を浮かべていた。

「はぁんっ……もう、イクッ、イクのぉ……！」

「菜美子……僕ももう、限界だ」

　少しかすれた弘人の声にゾクリとする。

　しっかり組んだ彼の手が、逞しい肉茎が、たまらなく熱い。

「ああっ、きちゃうぅっ！」

「イクよ、菜美子！」

　最奥を突き上げられ、ビリビリと電流のような強い快感が全身を苛む。

「んっ、あっ、ぁああっ！　あぁぁあああっ！」

　ついに絶頂を迎えた菜美子は、弘人としっかり手を組んだまま、全身を震わせ果てた。

（イッちゃった……）

　肩で息をしながら呼吸を整えていると、弘人も達したのか、ドクンドクンと脈打つ感覚が伝わってくる。

（熱いのが……注がれているわ）

　弘人は菜美子の中に全てを出し切るかのように何度か腰を打ちつけると、ゆっくりと引き抜いた。

　栓を失ったそこから白濁液が流れ出し、シーツの上に染みを作っていく。

　その様子を見て、菜美子は自分が夫婦の愛を取り戻したと実感した。

（ああ、幸せ）

　だんだんとまぶたが重くなっていき、意識が遠のいていく。

　その晩、菜美子が最後に見たのは、優しく微笑む夫の顔であった。
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　翌朝、目を覚ますと、隣で眠っていたはずの弘人の姿はなかった。

　カーテンの隙間から、眩しい朝日が差し込んでいる。

　ぐしゃぐしゃのシーツは、昨夜の二人の激しさを物語っていた。

（すごく……素敵な夜だった）

　髪を耳にかけると、翡翠のピアスが指先に触れる。

　弘人がプレゼントしたことも、深く愛を交わしたことも、決して夢ではなかったと分かり、安堵する。

　身体を起こし、耳を澄ませば、寝室の外から何やら物音が聞こえてきた。

（弘人が、何かしているのかしら）

　鼻先でくんくんと息を吸い込むと、ドアの向こうからかすかに味噌汁のいい香りが漂ってくる。

　ベッドから起き出してキッチンへ向かうと、エプロン姿の弘人が朝食を作っていた。

　菜美子に気づくと、爽やかな笑顔で出迎えてくれる。

「おはよう、菜美子。朝ご飯できてるよ」

　ダイニングテーブルの上に並べられていたのは、炊きたてのご飯と、豆腐とワカメの味噌汁、そして納豆と卵焼きだった。

　冷蔵庫にあった食材を組み合わせて作ってくれたようである。

「美味しそう！　いただきます」

　菜美子は手を合わせてから、箸を手に取る。

　まずは味噌汁に口をつけると、出汁の香りが鼻腔を通り抜けていった。

「うん、お味噌汁、美味しい！」

　一人暮らしを経験している弘人は家事全般をこなせるが、食事作りはどうしても仕事柄、菜美子が担当することが多い。

　だからこうして、弘人が朝食を用意してくれただけでも嬉しかったのだ。

　思わず口元をほころばせると、弘人も笑顔になる。

「よかった。間に合わせの食材で簡単に作ったものだけれど、満足してもらえて何よりだ」

「そっかぁ。定番だけに奥が深い味わいだよね。弘人は出汁を取るのが上手いんだよ。食べたら余計にお腹が空いてきちゃった」

　菜美子がおかわりをすると、弘人は微笑みながらお椀を受け取った。

　二人で食卓を囲む時間は、いつも和やかだ。

　何気ない会話を交わしながら食事を済ませると、洗い物は菜美子の役目になる。

　その間に、弘人はドラム式洗濯乾燥機のタイマーをセットしていた。

　食器を洗い終えた菜美子は、弘人に声をかける。

「弘人、今日は何時に帰ってくる？」

「うーん、営業で一日出かける予定だけど、定時で帰れると思う」

　弘人はネクタイを結びながら答えた。

　彼は普段、カジュアルめのジャケットスタイルで出勤する日が多い。

　スーツにネクタイを着用するのは、外回りの予定があるという合図だ。

「じゃあ、私も早く帰れるように調整しておくね」

　鞄を手に取り、菜美子も微笑んだ。

「分かった。無理はするなよ？」

「了解。それじゃあ、行きましょうか」

　玄関先でキスをすると、二人は並んで職場へと向かう。

　菜美子は弘人の笑顔のために、今日も頑張ろうと思える。

　夫婦になった日から、変わらない光景。

　けれど今の二人は、あの頃とは違う。

　変わらない愛情と未来へ向けての意志を持って、二人はこの生活を守り続けていく──。





おわり









あとがき








　本書をお手に取ってくださった皆様、こんにちは。作者の冬ふゆ島しま六りっ花かです。

　さて、今回の作品では、以前より書いてみたかった『セックスレス夫婦』というテーマにチャレンジしました。

　社会人デビューと同時に入籍した弘人と菜美子は、夫婦としてはベテランです。けれど、三十代を迎えるにあたり、友人たちもライフステージが変化してきました。

　幸せだけれど、自分たちはこのままでいいのかな……？

　菜美子は悩みます。だって、二人はセックスレスの夫婦だから。そして行動を起こすわけですが──果たして上手くいくのでしょうか？

　私が小説を書く際に大きなテーマとして設定しているのが『経験や月日を経て変化していく人間模様』です。

　初々しい学生時代の恋愛、二人で頑張ってきた社会人生活、そして三十代に差しかかっての心境の変化。二人の愛情がどう変化していくのか、見守っていただけましたら幸いです。

　今回、素晴らしい表紙イラストを描いてくださったのは、小お島じまちな先生です。

　ラフを拝見したとき、プライベートな寝室での二人を覗き見たような気持ちになり、ドキドキが止まりませんでした！　ロマンティックなシチュエーションを表現していただき、ありがとうございます！　美しくて上品、そしてセクシーな二人の表情や仕草を、皆様も是非ご堪能ください。

　前作に引き続き、親身で丁寧に執筆を支えてくださった編集者様、その他この作品に関わった全ての方々、そして何よりこの作品を読んでくださっている読者様に、心からの感謝を伝えたいです。本当に本当に、ありがとうございました！






二〇二三年七月　冬島六花










【著者紹介】

２０１８年、出版デビュー。濃厚なラブシーンをテーマに、ティーンズラブ小説を執筆。
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敏びん腕わん社しゃ長ちょうは最さい愛あい妻づまに秘ひめた劣れつ情じょうを貫つらぬきたい

～誤ご解かいがとけて溺でき愛あい夫ふう婦ふになりました～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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